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Ａ
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
租
税
の
転
嫁
理
論
は
「
あ
ら
ゆ
る
収
入
が
地
代
、
利
潤
及
び
労
働
賃
銀
に
分
解
さ
れ
る
」
と
い
う
論
拠
の

上
に
立
っ
て
構
成
せ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
こ
の
こ
と
は
既
に
Ｅ
・
Ｒ
・
Ａ
・
セ
リ
グ
マ
ソ
に
よ
っ
て
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
周

知
せ
ら
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
が
、
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
地
代
理
論
、
利
潤
理
論
、
賃
銀
理
論
の
某
礎
の
上
に
立
っ
て
そ
の
租
税
転
嫁
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

理
論
が
展
開
せ
ら
れ
て
い
る
。
然
し
な
が
ら
個
個
の
租
税
の
論
議
の
中
に
於
て
缶
別
に
ン
、
の
租
税
の
転
嫁
に
つ
い
て
詐
細
な
る
検
討

が
な
さ
れ
、
そ
の
論
議
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
租
税
の
転
嫁
に
関
す
る
一
般
坦
論
に
つ
い
て
は
論
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
に
あ
り
て
も
之
と
同
じ
く
そ
の
租
税
埋
論
に
お
い
て
、
個
個
Ｏ
租
税
に
つ
い
て
の
論
議
り
中
に
於
て
各

別
の
租
税
の
転
嫁
に
つ
い
て
は
詳
細
に
し
て
紋
密
な
る
検
討
と
そ
の
理
論
が
展
閑
さ
れ
て
い
る
も
一
般
的
な
る
租
税
の
転
嫁
理
論
に

つ
い
て
は
之
が
欠
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
Ｊ
・
ｓ
；
・
ル
に
あ
り
て
も
一
般
的
な
る
租
税
ｏ
伝
嫁
〃
流
を
捉
、
小
す
る
こ
と
な
く
各
個
個

の
租
税
の
論
議
に
お
い
て
之
を
各
別
に
そ
う
し
て
詳
細
に
論
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
之
等
い
ず
れ
も
租
税
の
拡
嫁
の



一
般
埋
論
芙
一
て
い
る
け
れ
ど
も
、
宇
れ
芝
の
租
彊
論
に
き
て
壌
の
問
淫
極
め
て
婁
な
る
地
位
杉
、
占
め
、
、
、
。
中

核
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
っ
・
・
ス
ー
ス
の
経
箆
論
は
・
・
－
ヵ
ア
ド
オ
に
よ
つ
て
継
受
敷
術
苫
れ
て
古
典
学
派
繋
学
の

理
論
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
一
般
に
智
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
之
と
同
じ
く
、
．
ス
、
、
、
ス
、
Ｄ
．
リ
カ
ア
ド
オ
の
財
政
理
論
も

亦
古
典
学
派
経
済
学
の
財
政
理
論
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
又
租
税
の
転
嫁
に
関
す
る
理
論
も
、
．
ス
、
、
、
ス
よ
り
。
．
リ
カ
ァ

ド
ォ
に
よ
っ
て
継
受
箒
苫
れ
て
古
典
学
派
経
済
学
の
転
欝
論
婁
し
て
い
る
の
で
奮
。
す
べ
て
の
経
済
学
の
研
祭
言

で
あ
至
う
に
、
そ
う
し
て
又
財
政
理
論
の
研
究
の
多
く
の
茎
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
租
税
の
転
嫁
理
噌
き
て
も
、
．
ス

ミ
ス
・
Ｄ
．
リ
カ
ァ
ド
オ
の
学
説
は
概
し
て
現
代
の
多
く
の
租
税
の
転
嫁
学
説
の
源
菱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ａ
．
ス
ミ
ス
に
従
一
ば
租
税
の
負
担
に
関
す
る
結
論
は
賃
銀
税
、
利
子
税
を
除
く
と
こ
ろ
の
利
潤
税
、
生
活
必
需
品
課
税
は
常
に

転
嫁
す
る
・
そ
う
し
て
地
租
及
び
移
品
課
税
は
転
嫁
す
る
こ
と
な
く
納
税
霧
老
の
負
担
す
る
と
こ
ろ
と
雲
と
い
う
。
従
つ
て

す
べ
て
の
租
税
蓋
苧
る
杜
会
の
諸
階
級
は
地
主
、
資
本
貸
付
者
及
び
消
費
者
で
あ
る
。
租
税
を
負
担
し
き
者
は
嚢
、
工
業
、

璽
に
淳
る
企
業
者
と
労
働
老
で
あ
る
。
よ
一
て
・
・
ス
ー
ス
に
夫
ば
概
し
て
租
税
を
魚
担
す
る
杜
会
の
藩
級
は
生
産
に
寄

与
し
な
い
と
こ
ろ
の
不
生
産
的
階
級
で
書
、
租
税
蓋
担
す
る
階
級
は
生
産
に
従
事
る
労
働
者
又
は
生
産
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ

の
生
産
的
階
級
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
奮
。
即
ち
・
・
ス
ー
ス
に
え
ば
地
代
税
に
あ
り
て
、
脈
。
普
地
代
に
課
す
る
租
税
は
地

占
負
担
と
な
る
こ
と
は
当
然
で
あ
プ
票
、
土
地
の
生
産
物
に
課
す
る
租
税
即
ち
企
姿
と
し
て
り
小
作
人
に
対
す
る
租
税
の
負
担

克
走
帰
す
る
と
こ
ろ
と
奮
・
家
賃
税
は
、
嚢
企
業
者
の
筆
た
る
拷
に
対
す
る
符
、
一
洲
等
一
わ
殺
と
鑑
地
代
に
課

す
る
租
税
と
で
あ
る
が
・
之
竺
涯
居
住
者
に
嬢
苫
れ
、
慕
は
地
主
に
転
讐
れ
る
。
利
洲
税
は
楽
利
子
に
課
す
る
租

税
と
総
利
潤
吉
利
子
を
控
除
し
た
る
残
額
即
ち
嚢
の
利
潤
に
対
す
る
租
程
分
け
ら
れ
る
。
こ
・
利
澗
税
に
し
て
利
子
課
税
は

　
　
　
　
Ａ
．
ス
ミ
ス
Ｄ
．
リ
カ
ァ
ド
オ
Ｊ
・
ｓ
；
・
ル
に
お
け
る
租
税
転
嫁
理
論
の
考
察
一
箕
浦
一
　
　
二
七
一
一
一
一
八
九
一
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利
子
を
獲
得
す
る
資
本
貸
付
者
の
負
担
と
な
る
。
狭
義
の
利
潤
即
ち
利
子
を
超
加
す
る
徐
剰
に
対
す
る
租
税
に
あ
り
て
は
そ
の
企
業

の
性
格
に
よ
っ
て
そ
の
租
税
の
負
担
者
が
異
な
る
。
商
業
、
工
業
の
利
潤
に
対
す
る
租
税
に
あ
り
て
は
消
費
老
の
負
担
と
な
る
。
農

業
に
お
け
る
利
潤
に
対
す
る
租
税
は
地
主
の
負
担
に
な
る
。
賃
銀
課
税
は
賃
銀
を
収
得
す
る
者
が
工
業
労
働
者
で
あ
る
と
き
は
消
費

者
の
負
担
と
な
る
。
農
業
労
働
者
で
あ
る
と
き
は
地
主
の
負
担
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
消
費
税
に
あ
り
て
、
そ
れ
が
生
活
必
需
品
課

税
で
あ
る
と
き
は
賃
銀
課
税
と
同
じ
作
用
を
有
す
る
も
の
と
し
て
消
費
者
又
は
地
主
の
負
担
と
な
る
が
、
そ
れ
が
春
修
品
課
税
な
る

と
き
は
消
費
者
の
負
担
と
な
る
と
い
う
。
こ
の
外
に
人
頭
税
は
そ
れ
が
下
層
階
級
に
対
す
る
租
税
な
る
と
き
は
賃
銀
課
税
と
同
じ
作

　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

用
を
有
す
る
と
い
う
。
Ａ
・
ス
、
・
・
ス
の
経
済
理
論
に
あ
り
て
は
つ
ね
に
国
富
の
増
確
と
い
う
こ
と
で
貫
か
れ
て
い
る
。
租
税
理
論
に

あ
り
て
も
亦
之
と
同
じ
く
つ
ね
に
国
富
の
坤
殖
と
い
う
こ
と
で
貫
か
れ
て
い
る
と
い
へ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
生
産
的
階
級
を
擁
護

し
、
概
し
て
不
生
産
的
階
級
を
そ
の
租
税
の
対
象
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
生
産
む
以
て
国
富
に
寄
与
す
る

も
の
と
観
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
Ａ
・
ス
ミ
ス
に
あ
り
て
は
生
産
力
を
阻
害
す
る
よ
う
な
租
税
又
は
徴
税
方
法
は
相
容
れ
ら
れ
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

と
こ
ろ
と
な
る
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
Ａ
・
ス
ミ
ス
は
そ
の
経
済
学
に
お
け
る
基
本
的
な
る
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
の
国
富
の
坤
確
と

い
う
こ
と
で
そ
の
租
税
転
嫁
理
論
も
一
貫
し
た
る
も
の
が
観
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
租
税
の
負
担
の
転
嫁
に
関
す
る
結
論
に
お
い
て

は
転
嫁
と
い
う
事
実
の
認
識
即
ち
転
嫁
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
必
然
的
結
果
に
よ
る
と
こ
ろ
の
前
提
に
立
っ
て
推
論
せ
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
な
か
に
お
い
て
租
税
政
策
の
実
現
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
租
税
転
嫁
理
論
は
之
に
即
応
し
て
そ
の

租
税
政
策
理
論
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
Ｄ
．
リ
ヵ
ア
ド
寸
に
あ
り
て
は
地
代
は
生
懐
致
以
上
の
余
剰
で
あ
る
か
ら
生
雌
物
Ｏ
価
値
は
租
税
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
こ
と

は
な
い
、
従
っ
て
地
代
に
対
す
る
租
税
は
悉
く
地
主
の
負
担
と
な
る
と
い
う
し
生
産
物
の
価
格
は
最
も
地
味
の
貧
弱
な
る
土
地
の
生



産
費
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
生
産
費
を
昂
騰
せ
し
む
る
も
の
は
総
て
価
格
を
騰
貴
せ
し
む
る
も
○
で
あ
る
。
必

然
的
に
す
べ
て
の
耕
作
者
に
課
せ
ら
れ
る
租
税
は
生
産
費
を
増
大
せ
し
む
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
生
産
物
に
対
す
る
租
税
は
価
格

を
騰
貴
せ
し
む
る
こ
と
に
な
り
そ
の
消
費
者
に
転
嫁
せ
ら
れ
る
。
生
産
物
に
対
す
る
租
税
、
十
分
の
一
税
又
は
地
租
は
土
地
所
有
老

か
ら
消
費
者
へ
転
嫁
せ
し
め
ら
れ
る
。
価
格
を
決
定
す
る
が
如
き
地
代
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
地
代
よ
り
租
税
を
差
引
く
こ
と
は
で

き
な
い
。
又
利
潤
よ
り
差
引
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。
従
っ
て
価
格
を
騰
貴
せ
し
む
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
租
税
を
負
担
し
得

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
故
に
地
租
に
し
て
純
地
代
に
対
す
る
租
税
を
除
く
一
切
の
も
の
は
消
費
者
の
負
担
と
な
る
こ
と
に
な
る
。

然
し
一
切
の
租
税
負
担
者
が
消
費
者
で
あ
る
が
労
働
者
は
租
税
負
担
か
ら
除
外
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
価
格
の
騰
貴
が
賃
銀
を
騰
貴
せ

し
む
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
て
賃
銀
の
騰
貴
に
伴
っ
て
利
潤
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
地
租
は
地
主
又
は
株
主
の
負
担
す
る

と
こ
ろ
と
な
ら
ず
労
働
の
資
本
家
的
雇
傭
者
の
負
担
と
な
る
と
原
生
産
物
課
税
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
Ｄ
．
リ
ヵ
ア
ド
ォ
に

あ
り
て
は
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
所
謂
地
租
は
窮
極
的
に
土
地
所
有
者
に
転
嫁
す
る
と
な
す
こ
と
と
そ
の
趣
を
異
に
し
て
い
る
が
然
し
特
殊

な
種
類
の
利
潤
に
対
す
る
租
税
は
消
費
者
に
転
嫁
す
る
と
な
す
点
に
お
い
て
は
Ａ
．
ス
、
、
、
ス
の
所
論
に
あ
り
て
も
Ｄ
．
リ
ヵ
ア
ド
ォ
の

論
議
に
あ
り
て
も
そ
の
一
致
を
観
る
の
で
あ
る
。
Ｄ
・
リ
ヵ
ア
ド
オ
に
あ
り
て
は
租
税
は
労
働
賃
銀
を
騰
貴
せ
し
む
る
と
い
う
仮
定

に
基
い
て
論
議
を
進
め
必
然
的
に
租
税
は
利
澗
の
減
少
を
き
た
す
と
考
え
て
い
る
が
Ａ
・
ス
、
ミ
ス
の
如
く
租
税
が
消
費
者
に
転
嫁
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

る
と
な
す
こ
と
に
つ
い
て
は
そ
の
趣
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ａ
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
租
税
転
嫁
理
論
も
そ
の
経
済
理
論
、
財

政
理
論
と
同
じ
く
生
産
力
の
概
念
に
結
合
す
る
。
従
っ
て
生
産
力
の
問
題
の
な
か
に
そ
の
政
策
的
指
導
原
理
を
有
し
、
基
本
的
に
は

Ａ
一
ス
ミ
ス
の
抱
く
正
義
観
、
行
政
の
内
容
、
経
済
的
に
は
再
生
産
の
問
題
と
結
合
し
て
租
税
転
嫁
理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で

あ
る
。
Ｄ
一
リ
ヵ
ア
ド
オ
に
お
い
て
一
貫
し
て
観
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
そ
の
分
配
理
論
の
適
用
と
し
て
租
税
転
嫁
理
論
が
展
開
さ
れ
て

　
　
　
Ａ
一
ス
ミ
ス
Ｄ
一
リ
カ
ァ
ド
オ
Ｊ
・
ｓ
二
・
一
ル
に
お
げ
る
租
税
転
嫁
理
論
の
考
察
（
箕
浦
）
　
　
　
　
二
九
（
三
九
一
）
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い
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｄ
．
リ
カ
ァ
ド
オ
の
租
税
理
論
は
転
嫁
理
論
を
中
核
と
し
て
構
成
せ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
分
配
理
論
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

容
認
す
る
限
り
に
お
い
て
ユ
、
○
租
税
転
嫁
理
論
は
是
認
せ
ら
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
の
分
配
理
論
も
生
産
力
と
の
連
関

性
が
無
視
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
生
産
力
は
土
地
と
労
働
と
資
本
と
の
有
機
的
、
合
理
的
結
合
に
よ
っ
て
発
生
し
、
一
国
の

蜜
を
増
進
せ
し
む
る
も
○
は
資
本
及
び
ン
、
○
蓄
積
で
あ
る
。
ン
、
う
し
て
一
国
の
富
は
そ
の
国
の
生
産
力
に
よ
っ
て
支
醍
せ
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
Ｄ
・
リ
ヵ
ア
ド
ォ
に
あ
り
て
は
資
本
の
蓄
秩
を
阻
害
す
る
よ
う
な
租
税
は
容
認
さ
れ
ざ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
分
配
並
び
に
分
配
の
結
果
を
修
正
す
る
租
税
転
嫁
の
問
題
が
丑
、
の
租
税
理
論
の
中
核
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

註
（
１
）
　
■
ｑ
三
目
声
＞
．
ｏ
○
竺
ｏ
ｑ
昌
竃
一
弓
ぎ
ｏ
ｏ
巨
｛
戌
品
２
目
ら
Ｈ
冒
己
彗
８
ｏ
｛
弓
２
×
津
－
ｃ
Ｐ
｛
艘
＆
二
Ｈ
竃
Ｈ
．
勺
．
Ｈ
お
・
（
井
手
文
雄
課
　
エ
ド

　
　
　
ウ
ィ
ソ
．
Ｒ
．
Ａ
セ
リ
グ
マ
ソ
著
「
租
税
轄
嫁
論
」
（
塘
一
部
租
税
韓
嫁
學
謙
史
第
二
部
租
税
韓
嫁
理
論
）
は
■
．
Ｈ
〃
．
＞
．
ｏ
ｏ
〇
一
昼
昌
彗
一

　
　
同
書
岬
亭
＆
二
お
ミ
の
邦
訳
で
あ
る
。
）

　
　
（
２
）
。
Ｆ
声
＞
・
○
ｏ
９
釘
旨
ｐ
Ｐ
Ｈ
げ
己
．
勺
．
Ｈ
お
．

　
　
　
Ｅ
．
Ｒ
．
Ａ
．
セ
リ
グ
マ
ソ
は
Ａ
．
ス
、
、
・
ス
及
び
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
の
秋
税
拡
嫁
学
説
を
「
絶
対
説
」
日
さ
２
ヲ
○
Ｈ
津
Ｑ
享
８
々
　
と
し
て
、

　
　
　
「
之
等
の
偉
大
な
る
思
想
家
に
よ
っ
て
旧
へ
ら
れ
た
学
、
、
叱
は
、
租
税
仁
嫁
絶
対
説
亭
Ｏ
き
。
・
○
Ｈ
鼻
Ｏ
亭
８
々
９
－
；
乙
彗
８
と
い
う
名
称
の

　
　
も
と
に
要
約
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
、
〉
、
う
し
て
仙
「
八
・
ス
ミ
ス
が
何
等
の
制
限
を
有
し
な
い
白
由
競
争
の
理
諭
及
び
単
純

　
　
な
る
経
済
的
諾
原
囚
の
必
然
的
作
川
を
租
税
軟
嫁
理
篶
の
某
礎
と
す
４
浪
り
に
お
い
て
、
或
特
定
の
煎
味
に
お
い
て
は
租
税
拡
嫁
絶
対
説
の
先

　
　
駆
考
と
称
せ
ら
る
で
あ
ろ
う
。
」
「
そ
の
厳
密
に
し
て
断
川
だ
、
州
｝
六
舳
斤
ち
払
嫁
理
論
は
最
も
す
ぐ
れ
た
、
絶
対
泌
と
い
い
得
る
で
あ
ろ
・
）
。
」

　
　
（
■
・
Ｈ
｛
・
＞
・
○
Ｏ
．
Ｈ
釘
昌
彗
戸
旨
己
・
や
一
ミ
宕
勺
・
旨
一
・
）
と
し
一
、
い
、
、
川
お
完
企
な
る
ｎ
山
競
争
を
前
提
と
す
る
杣
匁
的
な
ゐ
経
済
理
諭
に
よ

　
　
り
租
税
の
帰
着
閑
係
が
閉
確
に
把
挫
で
き
る
と
考
え
ら
も
の
で
お
り
、
市
火
学
派
の
租
税
仏
嫁
理
論
の
｝
核
を
な
す
も
の
で
あ
ゐ
が
、
重
農
学

　
　
派
の
松
嫁
理
諭
も
之
に
近
い
と
い
へ
る
、
Ｅ
・
Ｒ
・
Ａ
・
セ
リ
グ
マ
ソ
に
従
へ
ば
秋
税
砿
嫁
に
閑
す
ゐ
学
説
を
絶
対
説
の
外
「
均
等
分
散
説
」

　
　
ヨ
、
。
■
、
－
一
、
、
一
１
、
一
薫
。
・
。
一
。
、
一
ビ
一
、
、
｝
「
退
元
一
一
泌
」
已
；
Ｏ
｛
一
～
＝
≧
ご
一
；
ヨ
さ
○
々
又
は
「
甘
刈
．
一
」
一
；
＞
；
（
肖
ご
§
ご
〇
一
一
ヨ
さ
Ｏ
ｑ
「
折
衷

　
　
説
」
已
一
。
■
。
一
。
。
ご
。
ヨ
一
。
。
、
一
、
「
消
枢
ぷ
ニ
ヨ
一
・
多
言
三
↓
プ
・
…
又
は
「
不
可
川
■
」
↓
ブ
・
宕
…
；
ゴ
一
…
二
、
圭
彦
烹
」

　
　
ビ
、
。
○
○
ｃ
、
、
ぎ
ご
帆
饒
Ｏ
ご
、
。
。
、
Ｋ
「
数
、
ｕ
説
」
ビ
；
（
）
Ｆ
；
二
睾
ま
７
０
↓
一
さ
（
）
々
又
は
「
教
〃
〃
」
ビ
さ
ヒ
暮
ぎ
；
一
三
…
一
ビ
一
；
ｑ
に
分
郷
し
之



を
欝
し
て
い
る
二
一
の
「
均
雰
散
説
一
な
る
名
称
の
圭
に
ぎ
・
三
己
奏
と
し
て
く
。
、
、
；
、
ピ
、
、
。
。
。
。
一
、
一
と
、
、
一
一
冒
。
汀
。
。
。
、
一
こ
。
一
一
目

ぎ
曇
ヒ
窒
事
；
邑
一
言
オ
．
司
．
・
婁
・
二
・
・
…
胃
邑
叩
・
。
・
邑
；
』
・
９
。
、
げ
。
・
。
、
し
一
・
く
』
、
一
汁
葦
、
三
．
。
．

皇
婁
－
Ｏ
二
一
邑
二
。
一
竃
…
。
・
書
二
．
ぎ
長
・
毒
二
廿
葦
ぎ
ヒ
馨
事
；
享
。
目
も
、
く
一
、
；
、
自
。
。
。
オ
。
自
。
。
二
。
。
。
。
。

。
・
琴
量
二
。
。
ぎ
。
・
；
．
一
ぎ
ま
二
邑
冒
二
ぎ
勺
婁
妻
；
し
て
勺
…
ま
三
・
芦
、
。
、
・
・
。
』
。
。
。
。
。
等
の
学
説
に
よ

っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
之
等
の
学
者
の
各
見
解
は
最
終
的
に
租
税
負
担
は
杜
会
の
す
べ
て
の
人
、
に
均
等
に
分
散
さ
れ
る
と
な
す
点
に
お

い
て
蓑
す
る
；
還
元
説
一
又
は
「
償
却
説
一
麦
名
称
の
も
と
二
・
巨
旨
曇
－
・
享
・
暮
・
、
、
。
、
・
・
句
、
一
。
。
、
一
。
一
一
・
。
、
、
一
。
、
一
自
。
。
こ
．

○
．
冒
葦
彗
二
；
員
３
｝
身
。
言
勺
婁
一
“
書
婁
。
・
ヌ
冒
葦
；
二
§
ざ
冒
勺
目
・
、
一
。
ら
。
二
』
、
巳
。
・
吋
、
、
一
。
、
、

言
二
。
…
琴
一
麦
邑
一
；
暮
－
葦
實
；
．
Ｐ
・
・
費
一
畠
二
・
・
』
婁
昌
等
の
学
説
に
よ
つ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
之

等
の
学
者
の
見
解
は
「
雑
が
欝
的
に
土
地
所
有
者
責
担
と
な
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
土
地
の
価
程
駕
の
資
本
一
莞

価
値
だ
け
減
少
す
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
に
至
一
た
。
即
ち
土
地
の
価
値
は
そ
の
純
生
産
物
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
、
気
か
ら
、
こ
の

純
生
産
物
を
減
少
せ
し
む
る
が
如
ぎ
作
用
を
有
す
る
租
税
は
そ
の
資
本
還
元
価
値
に
等
し
き
額
を
土
地
の
価
値
よ
り
減
少
せ
し
む
る
も
の
で
あ

る
・
従
っ
て
斯
る
土
地
の
購
入
者
は
そ
の
減
額
さ
れ
た
価
値
を
以
て
そ
の
土
地
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
秘
税
額
を
割
引
し
た
る
価
値

を
以
て
購
入
し
該
租
税
は
兜
が
れ
ろ
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ぼ
租
税
は
永
久
的
な
る
地
代
孤
担
と
た
り
、
財
産
の
移
拡
の
都
度
之
は
差
引
か

れ
る
の
で
実
・
斯
る
前
提
に
た
一
て
土
地
に
対
す
る
租
狸
平
回
腎
の
支
払
に
よ
久
以
ち
に
駕
の
遺
元
の
形
態
に
お
い
て
そ
の
転
嫁

が
終
了
す
ろ
・
従
一
て
泄
初
に
雛
さ
れ
て
以
後
何
人
に
よ
一
て
夷
担
さ
れ
な
い
と
い
う
結
一
洲
が
葦
川
さ
れ
る
の
で
芝
。
こ
の
説
が
土

地
に
対
し
て
逝
川
さ
れ
る
と
え
批
仙
、
批
と
な
る
が
、
そ
の
視
点
が
采
価
値
の
増
大
か
又
涛
少
か
に
よ
つ
て
迷
元
隻
は
蟻
説
と

た
ろ
」
と
な
す
＾
に
お
い
て
一
致
す
、
、
「
折
衷
説
」
と
し
て
』
Ｏ
彗
－
ト
ざ
ヌ
薫
Ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
）
、
一
〇
〇
す
旨
○
己
一
こ
○
ぴ
毛
プ
○
Ｐ
、
、
、
一
。
、
一
勺
、
、
－
。
嘗
・
Ｏ
貢
。
。
ド
、
、
．
。

；
身
…
一
二
；
一
一
Ｃ
姜
二
、
吾
一
二
彗
一
・
§
二
・
・
事
三
・
プ
…
麦
邑
・
＝
，
；
、
一
」
プ
一
甘
…
レ
、
、
；
。
一
、
、
、
一
。
一
一
寅
、
自
－
。
、
、
一

一
茎
責
：
ヒ
；
Ｃ
一
こ
Ｃ
一
；
；
奉
。
・
自
一
；
二
；
實
二
・
員
Ｏ
；
．
一
；
自
麦
…
二
…
己
一
Ｅ
レ
、
び
。
。
芦
。
く
…
、
、
一
一
。
。
。
、
一
一
。
、
・

Ｈ
声
旨
○
己
；
二
。
一
一
二
一
毒
二
；
麦
旨
ｋ
冒
く
・
貴
Ｈ
・
冒
易
星
膏
ら
Ｏ
毒
乙
・
邑
三
〇
・
Ｈ
、
・
Ｈ
一
、
。
。
一
、
乞
。
ら
、
一
＞
仁
狽
一
、
。
。
一
。

○
『
Ｐ
ユ
２
二
一
つ
〇
一
｛
っ
っ
Ｊ
・
Ｏ
…
テ
巳
Ｐ
■
葦
易
Ｏ
ヨ
勺
自
Ｈ
（
一
）
・
．
「
己
Ｊ
ユ
ユ
○
ズ
津
（
〕
三
－
責
一
〇
づ
○
弓
７
２
『
（
）
三
讐
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ソ
フ
、
一
、
、
に
お

け
至
箏
、
∴
犯
く
折
一
嵩
児
尊
蛙
開
し
て
い
る
、
「
沽
籔
説
一
又
一
二
．
不
可
ぷ
一
一
∴
二
は
、
・
、
一
。
一
；
、
一
一
、
；
一
、
■
、
一
、
イ
、
、
．
、
；
、
一
一
一
享
へ
、
、
一
－

○
ｏ
庁
○
し
三
；
３
、
二
！
イ
〇
一
三
’
等
の
蛆
解
と
し
て
租
税
の
松
嫁
に
閥
し
て
之
一
，
↓
理
諭
的
に
正
確
に
把
握
し
、
そ
の
松
嫁
閑
係
を
確
認
し
之
に
一

Ａ
一
ス
ミ
ス
Ｄ
一
リ
カ
ァ
ド
オ
Ｊ
一
ｓ
二
一
、
ル
に
お
け
る
租
税
転
嫁
理
論
の
考
察
（
箕
浦
）
　
　
　
　
　
三
一
　
（
三
九
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
三
二
　
（
三
九
四
）

　
般
的
な
る
結
論
を
与
へ
ん
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
　
「
杜
会
主
義
学
説
」
と
し
て
勺
實
ａ
量
己
■
鶉
。
。
巴
一
９

　
弓
、
彗
一
９
。
。
９
０
ｏ
亭
胃
昌
彗
等
杜
会
主
義
指
導
者
の
学
説
を
説
明
し
て
い
る
。
之
等
の
学
説
は
杜
会
主
義
に
基
ぎ
租
税
は
如
何
に
転
嫁
し
ょ
う
と

　
も
最
終
的
負
担
者
は
労
働
者
階
級
で
あ
る
と
な
す
点
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
。
「
数
量
説
」
又
は
「
数
理
説
」
と
し
て
＞
品
易
弐
目
Ｏ
昌
；
Ｏ
サ

○
・
句
、
目
く
。
、
。
ら
一
、
§
夏
宮
葦
－
婁
肇
雰
目
“
ま
・
早
忌
昌
葦
一
・
萎
』
昌
↑
婁
・
雲
一
ポ
Ｏ
昌
一
・
＞
．
９
目
一
。
・
豪
己
』
邑
８

　
｝
、
、
昌
。
・
＞
罵
、
ｑ
室
２
、
。
。
罫
Ｐ
串
彗
Ｏ
オ
く
。
。
己
；
向
０
０
ｑ
¢
考
○
Ｈ
享
等
の
数
学
者
又
は
経
済
学
に
お
げ
る
数
理
学
派
、
換
太
利
学
派
等
に
属
す
学

　
者
の
見
解
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
之
等
の
主
た
る
学
説
は
経
済
学
に
於
け
る
数
学
的
方
法
を
援
用
し
以
て
租
税
の
転
嫁
関
係
を
究
明
し
、
数

　
量
的
観
察
を
以
て
租
税
転
嫁
の
本
質
を
探
ぐ
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
向
．
局
．
戸
○
Ｏ
竺
胴
昌
彗
Ｌ
げ
乙
．
勺
勺
．
Ｈ
お
１
旨
０
．
）

（
３
）
こ
の
部
分
は
既
に
拙
稿
　
「
Ａ
・
ス
ミ
ス
　
Ｄ
・
リ
ヵ
ア
ト
オ
Ｊ
・
ｓ
二
・
・
ル
に
お
げ
る
租
税
転
嫁
論
の
展
開
」
　
　
古
典
学
派
に
お

　
げ
る
財
政
思
想
臼
　
　
（
立
命
鯖
経
済
学
　
第
十
二
巻
　
第
三
号
）
に
お
い
て
詳
述
し
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
他
向
貝
＞
ｏ
ｏ
竺
ｏ
ｑ
昌
彗
一

　
Ｈ
巨
Ｐ
勺
勺
・
Ｈ
お
，
崖
、
同
書
　
五
版
井
手
文
雄
課
　
エ
ド
ウ
イ
ソ
・
Ｒ
・
Ａ
・
セ
リ
グ
マ
ソ
著
粗
税
韓
嫁
論
（
第
一
部
租
税
韓
嫁
學
説

　
史
）
　
一
八
七
頁
－
一
九
一
頁
、
井
手
文
雄
著
　
新
版
増
訂
　
古
典
學
派
の
財
政
論
　
三
〇
二
頁
－
三
一
八
頁
、
花
戸
龍
藏
著
　
財
政
思
想
史

　
（
市
典
編
）
九
八
頁
－
九
九
頁
、
高
島
善
哉
著
　
原
典
解
説
　
ス
ミ
ス
「
国
富
論
」
　
　
政
策
篇
　
　
一
五
一
頁
－
一
七
五
頁
又
は
高
島
善
哉

　
編
集
　
ス
、
、
、
ス
國
富
論
講
義
　
５
　
三
二
頁
－
五
五
頁
１
１
三
四
四
頁
－
三
六
七
頁
参
照
。

（
４
）
　
Ｅ
．
Ｒ
．
Ａ
．
セ
リ
グ
マ
ソ
に
あ
り
て
は
「
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
解
説
は
数
多
の
深
遠
な
る
示
唆
的
な
る
考
へ
に
よ
っ
て
特
徴
ず
け
ら
れ
て
い

　
る
が
、
そ
の
地
代
論
、
利
潤
論
、
賃
銀
論
に
立
脚
し
て
論
議
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
地
代
論
・
賃
銀
は
生
活
必
需
品
に

　
茱
く
と
い
う
そ
の
賃
銀
諭
又
ぱ
利
潤
論
に
お
い
て
そ
の
正
常
利
潤
の
概
念
に
疑
問
を
抱
く
と
き
は
、
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
租
税
転
嫁
理
諭
の
大
部
分

　
は
崩
壊
す
る
の
で
あ
る
。
現
代
の
経
済
理
論
は
も
は
や
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
之
等
の
基
礎
を
認
め
な
い
の
で
あ
る
。
Ｄ
・
リ
ヵ
ア
ド
オ
が
之
等
の
基

礎
を
く
っ
が
へ
す
に
与
つ
て
力
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
一
一
向
・
見
・
…
。
身
墨
二
げ
奉
事
奉
一
５
と
指
摘
す
、
即
ち
「
地
代
旨

然
が
与
え
る
純
禦
だ
と
い
う
嚢
義
的
見
解
、
白
然
利
潤
の
概
念
、
生
存
婁
銀
論
が
そ
の
葦
こ
こ
垣
れ
て
い
て
・
も
し
そ
れ
ら
の

議
諭
に
魁
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
租
繧
嫁
論
に
高
じ
こ
と
が
い
え
る
で
麦
う
。
そ
の
意
味
で
は
さ
ら
に
・
彼
の
価
値
諭
や
再
素
論
に

南
連
さ
せ
て
蟷
を
堀
り
下
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
租
税
理
論
の
そ
の
後
の
籏
か
ら
い
一
て
も
、
ま
た
伽
値
諭
や
衆
産
諭
の
そ
の
後
の

鷹
か
ら
い
つ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
ス
、
、
、
ス
の
所
説
に
は
不
十
分
な
箇
所
は
多
い
。
た
と
え
ぼ
謹
驚
の
吉
に
・
そ
の
後
杜
公
の
誰
と
な

つ
て
い
る
旧
愈
も
、
ス
ミ
ス
に
お
い
て
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
そ
の
婁
を
わ
し
て
い
な
い
。
一
一
鵜
「
Ａ
．
ス
ミ
ス
と
Ｊ
．
ｓ
．
ミ
ル
の
租
税



　
原
則
論
の
展
開
」
　
　
十
口
典
学
派
に
於
け
る
財
政
思
想
　
　
Ｈ
　
立
命
館
経
済
学
　
第
九
巻
　
第
六
号
参
照
）
　
　
「
牛
産
的
労
働
と
不
生
産
的

　
労
働
の
区
別
な
ど
は
、
租
税
の
源
泉
や
転
嫁
の
間
題
を
論
ず
る
場
合
に
は
、
今
一
度
と
り
あ
げ
ら
れ
て
よ
い
の
だ
が
、
ス
、
・
・
ス
は
ま
っ
た
く
そ

　
の
点
を
無
視
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
ス
、
・
・
ス
が
租
税
を
、
産
業
の
発
映
の
問
題
す
な
わ
ち
杜
会
の
生
産
と
再
生
産

　
の
間
題
に
っ
ね
に
関
連
さ
せ
て
と
り
上
げ
て
い
る
こ
と
を
注
目
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
」
（
高
蒔
善
哉
著
　
前
掲
書
　
一
七
二
頁
－
一
七
三
頁
又
は
高

　
島
善
哉
編
集
　
前
掲
書
　
五
三
頁
１
１
三
六
五
頁
）
。

（
５
）
　
拙
稿
「
Ａ
・
ス
ミ
ス
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
Ｊ
・
ｓ
二
・
・
ル
に
お
け
る
租
税
転
嫁
論
の
展
開
」
　
市
典
学
派
の
財
政
思
想
臼
　
（
立
命
館
経

　
済
学
　
第
十
二
巻
　
第
三
号
）
参
照
。

（
６
）
　
Ｅ
・
Ｒ
・
Ａ
・
セ
リ
グ
マ
ン
は
「
Ｄ
・
リ
カ
ァ
ド
オ
の
之
等
の
学
説
が
賃
銀
基
金
説
、
Ｄ
・
リ
カ
ァ
ド
オ
の
利
潤
論
及
び
経
済
地
代
の
法

　
則
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
直
ち
に
理
解
さ
れ
得
よ
う
。
之
等
の
学
説
は
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
の
分
配
論
を
容
認
す
る
か
又
は
否
定
す
る
か
に
よ

　
っ
て
そ
の
学
説
が
成
立
し
又
は
崩
壌
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
Ａ
・
ス
ミ
ス
と
Ｄ
・
リ
カ
ァ
ド
ォ
と
の
間
に
お
け
る
結
論
の
相
違
点
、
そ
う
し
て

　
そ
の
論
法
の
同
一
性
の
二
点
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
「
Ｄ
・
リ
ヵ
ア
ド
ォ
の
基
木
的
な
る
分
配
諭
が
正
当
に
成
立
す
る
も
の
と
し
て
も
Ｄ

　
・
リ
カ
ァ
ド
オ
の
租
税
転
嫁
論
は
不
完
全
で
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
転
嫁
理
論
は
そ
の
所
諭
の
限
り
に
お
い
て
は
恐
ら
く
真
実
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　
然
し
帆
実
の
軌
象
を
解
明
す
る
も
の
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
経
済
的
摩
擦
の
現
実
に
お
け
る
作
川
を
刃
の
が
し
て
い
る
。

　
我
々
は
Ｄ
・
リ
ヵ
ア
ド
オ
の
分
折
力
に
は
大
い
に
驚
嘆
す
る
。
然
し
そ
の
結
諭
に
対
し
て
は
直
蛍
的
に
い
く
ら
か
の
疑
閉
を
抱
く
も
の
で
あ
る
。

　
或
点
に
お
い
て
は
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
の
租
税
転
嫁
論
は
早
討
で
あ
り
、
不
充
分
で
あ
る
」
（
■
・
夷
．
＞
．
○
ｏ
竺
ｏ
ｑ
昌
彗
二
９
Ｐ
勺
．
畠
○
序
や
Ｈ
纈
．
）

　
と
述
べ
て
い
る
。

二

　
Ｄ
・
リ
ヵ
ア
ド
ォ
は
家
崖
税
汁
婁
鶉
；
ぎ
畠
易
に
つ
い
て
は
「
そ
の
住
唐
者
に
課
せ
ら
れ
は
す
る
が
、
そ
れ
は
峻
六
家
賃
の
減

額
に
よ
つ
て
、
宋
主
の
負
携
に
蹄
す
る
で
あ
ら
う
」
と
い
う
。
　
「
上
地
の
生
産
物
は
年
々
消
費
せ
ら
れ
、
ｕ
っ
再
生
産
さ
れ
る
。
幾

多
の
他
の
貨
物
も
同
様
で
あ
る
。
從
つ
て
こ
れ
等
の
も
の
は
、
こ
れ
を
速
に
需
要
の
水
準
に
蹄
せ
し
め
得
る
か
ら
、
決
し
て
久
し
く

　
　
　
　
Ａ
．
ス
、
・
・
ス
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
Ｊ
・
ｓ
二
・
・
ル
に
お
け
る
租
税
転
嫁
理
論
の
考
察
（
箕
浦
）
　
　
　
　
三
三
（
三
九
五
）
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立
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第
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
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は
そ
の
自
然
慣
格
を
超
過
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
家
屋
に
封
す
る
税
は
、
之
を
借
家
人
の
支
排
ふ
附
加
家
賃
と
見
る
こ
と

が
出
來
る
も
ｏ
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
家
屋
の
供
給
は
減
少
せ
し
む
る
こ
と
な
く
し
て
、
同
じ
年
額
家
賃
の
家
屋
に
封
す
る
需
要
を

減
少
せ
し
め
る
倣
き
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
從
つ
て
家
賃
は
低
落
す
べ
く
、
租
税
の
一
榔
．
分
は
、
問
接
に
家
キ
に
よ
つ
て
支
沸
は
れ
る

　
　
　
（
１
）

で
あ
ら
う
」
と
な
し
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
い
う
と
こ
ろ
の
家
屋
雄
築
の
た
め
の
資
本
の
利
子
又
は
利
潤
即
ち
碓
物
賃
料
又
は
普
通
の
建
築

利
潤
は
そ
の
時
の
利
率
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
。
家
屋
○
賃
料
の
中
で
合
理
的
な
利
潤
を
提
供
す
る
に
足
る
も
の
以
上
の
部
分
は

そ
の
額
の
如
何
ヤ
一
…
わ
イ
当
然
に
敷
地
地
代
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
借
家
人
が
支
払
う
と
こ
ろ
の
家
屋
の
賃
料
に
対
す
る
租
税
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

部
は
居
住
者
に
一
部
は
土
地
所
有
老
に
帰
着
す
る
と
な
す
見
解
を
一
応
是
認
し
「
宋
賃
に
封
す
る
税
は
、
唐
住
者
の
負
捺
に
蹄
す
る

こ
と
あ
り
、
敷
地
地
主
の
負
携
に
師
す
る
こ
と
あ
り
、
ま
た
或
は
、
雄
物
所
有
者
の
負
擦
に
師
す
る
も
の
で
あ
る
。
普
通
の
場
合
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

て
は
、
粗
税
金
額
は
直
接
に
も
、
結
局
に
於
て
も
、
糾
住
肯
に
よ
つ
て
支
梯
は
れ
る
も
の
と
認
定
し
て
差
支
な
い
」
と
論
ず
る
の
で

あ
る
。
そ
う
し
て
尚
説
明
を
続
け
て
「
若
し
も
租
税
が
適
度
の
も
の
で
あ
つ
て
、
而
し
て
幽
の
箏
情
は
、
そ
の
國
を
し
て
静
止
的
な

ら
し
め
る
か
、
進
歩
的
な
ら
し
め
る
か
、
何
れ
か
な
る
が
如
き
も
の
な
る
場
く
〕
に
は
、
一
家
屋
の
住
肘
未
に
収
つ
て
、
そ
れ
よ
り
も

劣
る
稀
類
の
住
宅
を
以
て
滞
た
す
べ
き
珊
由
は
姶
ど
あ
る
ま
い
。
然
る
に
、
若
し
も
租
税
が
高
い
か
、
或
は
他
の
何
箏
か
の
事
情
が

家
屋
に
封
す
る
俳
要
を
減
退
せ
し
め
た
な
ら
ば
、
住
い
者
は
、
家
賃
の
減
額
に
よ
っ
て
一
淋
分
租
稚
を
傲
は
れ
る
で
あ
ら
う
か
ら
、

琢
ｔ
ｏ
所
得
は
下
落
す
る
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
、
租
税
巾
、
彼
の
家
賃
下
落
の
爲
め
に
住
肘
考
に
よ
っ
て
節
約
せ
ら
れ
た
部
分
が
、

果
し
て
如
何
た
る
割
介
を
以
て
姓
物
賃
料
と
敷
地
地
代
と
の
上
に
落
下
す
る
か
は
、
言
ひ
難
い
。
恐
ら
く
第
一
次
に
は
、
爾
者
倶
に

影
稗
た
禁
む
ろ
で
あ
・
り
、
っ
、
併
し
宋
峰
は
、
徐
ん
、
に
で
は
あ
ろ
が
、
併
し
確
筑
「
ト
消
托
す
る
も
ｏ
で
あ
り
、
而
し
て
雄
築
考
ｏ
利
澗

が
杵
逝
水
牢
に
川
復
幸
り
ろ
る
ま
で
は
、
析
た
に
家
帰
は
碓
築
せ
ら
れ
ぬ
で
あ
ら
う
か
ら
、
碓
．
物
賃
料
は
、
或
み
期
閉
ｏ
後
は
、
そ



の
白
然
価
格
に
回
復
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
建
築
者
が
家
貸
を
牧
め
る
の
は
、
建
物
が
持
績
す
る
期
問
に
限
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
札

は
最
も
不
利
な
事
情
の
下
に
於
て
も
、
そ
○
期
問
以
上
に
は
、
税
の
如
何
な
る
部
分
を
も
納
め
る
筈
は
な
い
。
さ
れ
ば
こ
の
税
の
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

付
は
、
結
局
住
居
者
と
敷
地
地
主
と
の
負
擦
に
騎
す
る
で
あ
ら
う
」
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ａ
．
ス
、
、
、
ス
は
借
家
人
が
支
払
う

租
税
に
し
て
各
家
康
の
全
賃
料
、
に
比
例
し
て
課
せ
ら
れ
る
家
崖
の
賃
料
に
対
す
る
租
税
は
全
部
が
敷
地
地
代
と
な
る
も
の
で
は
な
く

一
部
は
球
屋
の
肝
住
者
「
ト
、
一
部
は
敷
地
の
所
有
者
に
帰
斎
す
る
よ
う
分
割
さ
れ
る
。
ン
、
う
し
て
斯
か
る
租
税
は
一
時
的
に
建
築
地

代
を
侵
食
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
そ
れ
は
永
続
す
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
娃
築
企
業
家
は
或
る
程
度
の
利
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
た
け
れ
ば
維
築
事
業
を
放
棄
す
る
の
止
む
な
き
に
至
る
。
従
っ
て
建
物
に
対
す
る
需
要
は
増
大
す
る
。
故
に
家
屋
の
供
給
の
不

足
す
る
結
果
と
し
て
賃
料
の
騰
貴
を
招
来
し
、
斯
く
し
て
利
潤
は
適
当
な
る
標
準
に
回
復
す
る
か
ら
で
あ
る
。
家
賃
税
の
負
担
が
現

実
に
お
い
て
、
借
家
人
と
地
主
と
に
如
何
よ
う
に
分
割
せ
ら
れ
る
か
は
、
各
丑
、
の
時
の
事
情
に
よ
っ
て
異
な
り
、
之
を
容
易
に
速
断

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
地
主
に
と
っ
て
も
借
家
人
に
と
っ
て
も
不
公
平
な
る
租
税
で
あ
る
。
そ
う
し
て
家
賃
に
対
す
る

割
合
は
費
者
に
あ
り
て
は
生
活
必
需
品
に
対
す
る
比
率
が
極
め
て
大
き
く
家
賃
に
対
し
て
は
比
較
的
少
で
あ
る
。
寅
者
に
あ
り
て
は

そ
の
比
卒
は
極
め
て
大
で
あ
る
。
従
っ
て
宵
者
に
対
し
て
は
家
賃
税
の
課
税
割
合
は
大
で
あ
る
と
い
う
。
然
し
な
が
ら
此
種
の
不
公

平
に
あ
り
て
は
｛
＾
者
が
そ
の
収
入
に
比
例
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
こ
の
比
例
以
上
に
何
秤
か
公
共
的
経
致
に
頁
献
す
る
こ
と
は
極
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

不
く
〕
理
な
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
論
拠
に
も
と
ず
き
学
寿
に
し
て
Ａ
．
ス
、
、
、
ス
は
公
平
な
る
租
税
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

て
比
例
税
主
義
を
採
っ
て
い
る
が
、
特
殊
な
る
場
合
に
お
い
て
は
累
迷
課
税
を
主
張
す
る
も
の
と
論
ず
る
も
の
が
あ
る
。

　
Ａ
・
ス
ミ
ス
は
土
地
の
地
代
は
生
産
的
物
件
の
使
川
料
で
あ
る
。
徒
っ
て
ン
、
の
使
川
は
ン
、
の
土
地
に
よ
っ
て
小
雌
せ
ら
れ
る
も
Ｏ

で
あ
る
か
ら
白
倣
ｎ
介
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
家
隆
○
賃
料
は
不
生
産
的
物
件
Ｏ
使
川
料
で
あ
る
。
従
っ
て
ン
、
、
Ｏ
宗
除
に
あ
り
て
も

　
　
　
Ａ
一
ス
ミ
ス
Ｄ
・
リ
ヵ
ア
ド
オ
Ｊ
・
ｓ
・
ミ
ル
に
お
け
一
り
租
税
松
嫁
理
諭
の
考
察
（
筑
浦
）
　
　
　
　
　
　
三
五
　
（
三
九
七
）



　
　
　
立
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三
六
　
（
三
九
八
）

亦
そ
の
用
地
に
し
て
何
物
も
こ
れ
か
ら
生
産
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
故
に
こ
の
賃
料
は
こ
の
物
件
以
外
の
収
入
の
源
泉
に
よ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
ン
、
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
。
従
っ
て
こ
の
賃
料
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
租
税
に
お
い
て
も
、
こ
の
物
件
以
外
の

他
の
収
入
の
源
泉
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
壬
！
、
の
収
入
の
源
泉
は
労
働
賃
銀
、
利
潤
、
地
代
で
あ
る
。
然
し
此
租
税

は
唐
住
者
に
帰
斉
す
る
眼
り
に
お
い
て
、
之
等
の
特
定
○
源
泉
に
よ
っ
て
負
担
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ン
、
の
三
つ
の
い
ず
れ
と

い
う
こ
と
な
く
、
即
ち
個
人
の
全
体
収
入
の
巾
か
ら
負
担
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
意
味
に
お
い
て
一
般
の
消
費
税
と
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

じ
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。
ン
、
う
し
て
Ａ
・
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
敷
地
地
代
に
お
い
て
も
一
般
の
土
地
地
代

に
あ
り
て
も
共
に
概
し
て
土
地
所
有
者
の
勤
労
又
は
管
理
が
加
へ
ら
れ
て
獲
得
せ
ら
る
る
収
入
で
は
な
く
、
一
種
の
特
別
の
収
入
即

ち
一
種
の
不
労
収
入
で
あ
る
。
従
っ
て
斯
く
の
如
き
地
代
税
が
課
せ
ら
れ
て
も
そ
の
杜
会
の
土
地
及
び
労
働
の
年
六
の
生
産
物
、
国

民
の
大
部
分
の
火
実
の
富
及
び
収
入
に
影
響
す
る
こ
と
な
く
従
前
と
変
化
は
き
た
さ
な
い
の
で
あ
る
。
ン
、
う
し
て
地
代
税
は
産
業
活

動
が
阻
害
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
敷
地
地
代
に
課
せ
ら
れ
る
租
税
は
怯
嫁
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
所
有
者
の

負
担
に
帰
す
る
こ
と
に
な
り
家
崖
の
賃
料
を
騰
貴
せ
し
む
る
こ
と
は
な
い
。
故
に
敷
地
地
代
は
球
崖
の
賃
料
よ
り
一
層
適
当
な
る
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

税
物
件
で
あ
り
、
又
そ
う
し
て
敷
地
地
代
は
一
般
の
地
代
に
比
較
し
て
尚
適
当
な
る
課
税
物
件
で
あ
る
と
思
は
れ
る
と
主
張
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
Ｊ
・
ｓ
・
ミ
ル
に
あ
り
て
は
球
屋
税
｝
○
冨
ヱ
薫
に
つ
い
て
精
惰
な
る
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
・
ｓ
・
、
・
・
ル
に
従
へ
ば
家

崖
に
対
す
る
賃
借
料
は
宅
地
倍
料
及
び
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
所
謂
雄
物
借
料
の
二
っ
の
榔
分
よ
り
成
立
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
宅
地
借
料

は
地
代
の
一
般
的
原
則
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宅
地
借
料
は
家
崖
及
び
ン
、
の
附
属
物
の
占
め
て
い
る
土
地
に

対
す
る
使
川
料
で
あ
る
、
そ
う
し
て
そ
の
宅
地
借
料
は
そ
の
金
額
に
於
て
大
小
種
々
で
あ
っ
て
、
小
な
る
は
ン
、
の
土
地
を
農
業
の
た



め
に
使
用
す
る
場
合
の
地
代
に
等
し
き
も
の
よ
り
、
大
な
る
は
繁
華
に
し
て
有
利
な
る
場
所
に
於
け
る
土
地
に
於
げ
る
独
占
地
代
に

至
る
ま
で
即
．
ち
大
小
種
六
で
あ
る
。
こ
の
宅
地
と
は
別
個
に
家
屋
そ
の
も
の
に
対
す
る
賃
借
料
に
於
て
は
、
そ
の
建
物
に
消
費
さ
れ

た
労
働
及
び
資
本
に
対
す
る
代
償
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
賃
借
料
の
支
払
が
如
何
よ
う
に
定
め
ら
れ
よ
う
と
も
、
こ
の
建
物
賃
借
料
の

額
を
決
定
す
る
原
則
に
は
変
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
建
物
の
賃
借
料
の
中
に
は
、
建
築
者
の
資
本
の
普
通
利
潤
と
若
干
の
年
収

入
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
年
収
入
は
家
屋
所
有
者
の
負
担
す
べ
き
修
繕
費
を
悉
く
支
払
い
、
更
に
そ
の
当
時
の
利
率
に
よ
っ
て

家
屋
破
損
の
時
に
至
る
ま
で
、
或
は
そ
の
土
地
の
貸
借
契
約
満
了
の
時
に
至
る
ま
で
に
そ
れ
に
必
要
と
し
た
る
資
本
を
回
収
す
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
・

足
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
即
ち
利
潤
、
営
繕
費
、
原
価
償
却
費
等
の
そ
の
構
成
要
素
と
な
る
も
の
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
カ
　
そ

の
次
に
そ
の
転
嫁
の
関
係
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
家
屋
の
賃
借
料
の
全
体
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
租
税
は
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
部

分
と
も
之
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
家
屋
に
於
け
る
賃
借
料
が
高
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
租
税
額
も
多

く
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
家
賃
の
高
い
こ
と
の
理
由
が
土
地
の
場
所
的
条
件
に
よ
る
か
、
或
は
又
家
崖
そ
の
も
の
の
優
劣
に
よ
る

か
を
間
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
・
こ
の
家
崖
の
賃
借
料
に
対
す
る
租
税
の
な
か
で
、
建
物
借
料
に
対
す
る
租
税
は
結
局
に
於
て
借
家
人

の
負
担
と
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
建
築
に
於
け
る
利
澗
は
既
に
普
通
の
割
合
を
超
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
租
税
が
家
主
の
魚

担
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
借
家
人
の
負
担
す
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
け
れ
ば
そ
の
利
澗
は
課
税
の
対
象
と
な
ら
ざ
る
事
業
に
於
け
る
利

潤
よ
り
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
家
屋
の
姐
築
を
な
す
も
の
な
き
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
課
税
の
当

初
に
於
て
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
負
担
は
借
家
人
に
帰
す
る
も
の
で
は
な
く
大
部
分
は
家
主
の
貨
担
と
な
る
も
の
と
思
は
れ
る
の
で
あ

る
。
即
ち
消
致
者
は
一
般
に
そ
の
従
前
の
家
崖
質
料
に
対
し
て
更
に
租
税
の
加
算
さ
れ
た
る
楓
の
れ
担
す
る
こ
と
に
絶
え
ず
、
或
は

又
之
が
支
払
を
欲
せ
ず
し
て
劣
等
な
る
住
宅
に
て
廿
ん
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
一
時
家
屋
の
数
は
需
要
を
超
加
す
、
も
の
と
思

　
　
　
Ａ
一
ス
ミ
ス
Ｄ
一
リ
カ
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ド
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一
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は
れ
る
。
他
の
一
般
の
物
口
叩
の
場
合
に
あ
り
て
は
、
斯
く
の
如
き
過
剰
の
場
合
に
於
て
は
、
そ
の
結
果
直
ち
に
供
給
が
減
少
す
る
も

の
で
あ
る
。
然
し
家
屋
の
如
き
永
続
性
の
あ
る
物
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
数
量
は
速
か
に
減
少
す
る
も
の
で
は
な
い
。
斯
く
て
需
要

の
減
少
し
た
る
雄
物
は
、
特
殊
な
理
由
の
存
在
し
な
い
限
り
、
新
築
は
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
斯
く
の
如
く
一
時
家
屋

が
過
剰
と
な
り
た
る
た
め
に
賃
借
料
は
低
下
し
て
く
る
、
従
っ
て
消
費
者
は
貸
借
料
と
之
に
租
税
を
加
え
て
支
払
を
な
し
て
も
従
前

と
そ
の
合
一
計
に
変
り
は
な
い
。
そ
う
し
て
こ
こ
に
至
っ
て
従
米
と
同
一
条
件
の
住
唐
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
然
し
現
存
の
家
屋
が
漸

次
老
朽
と
な
り
、
或
は
人
口
の
増
加
に
伴
い
家
屋
の
需
要
は
蛸
大
し
球
賃
は
再
び
上
昇
す
る
。
そ
う
し
て
家
屋
の
新
築
は
有
利
と
な

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
新
築
の
有
利
と
な
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
そ
の
租
税
が
悉
く
借
家
人
に
転
嫁
せ
ら
れ
る
と
き
で
あ
る
。

従
っ
て
借
家
人
は
こ
の
租
税
の
な
か
で
敷
地
以
外
の
租
税
、
即
ち
家
屋
に
対
す
る
租
税
部
分
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
租
税
の
な
か
で
宅
地
の
倍
地
料
に
対
す
る
租
税
に
つ
い
て
は
、
そ
の
卒
情
を
典
に
す
る
の
で
あ
る
。
所
謂
本
来
の
地
代
に
対
す

る
租
税
は
地
上
の
負
担
に
帰
す
る
。
故
に
宅
地
の
借
地
料
に
対
す
る
租
税
は
、
少
く
と
も
土
地
貸
俗
契
約
の
期
問
満
了
の
後
は
、
そ

の
宅
地
の
所
布
者
の
負
担
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
な
が
ら
宅
地
の
借
地
料
に
対
す
る
租
税
と

と
も
に
挫
莱
に
姶
け
る
地
代
の
租
税
も
賦
課
せ
ら
れ
な
い
眼
り
は
、
宅
地
の
賃
什
料
に
対
す
る
机
税
は
悉
く
地
十
工
の
負
担
と
な
る
も

の
で
は
な
い
、
土
地
を
雄
築
の
た
め
に
代
借
し
た
る
場
合
の
最
低
の
借
地
料
は
土
地
を
農
業
の
た
め
に
伐
什
し
た
る
場
合
の
地
代
に

比
較
す
れ
ば
少
六
多
楓
と
な
っ
て
い
る
、
即
ち
土
地
が
雄
築
の
た
め
に
供
せ
ら
れ
る
の
は
特
殊
の
場
令
の
外
は
一
般
に
建
築
の
た
め

に
仇
川
せ
し
れ
る
の
が
、
農
排
に
川
い
ら
れ
る
よ
り
有
利
と
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
畏
業
の
た
め
に
川
い
ら
れ
る
土
地
の

地
代
に
租
税
を
課
せ
ず
し
て
、
宅
地
に
対
す
る
土
地
の
併
地
料
に
の
み
諜
税
を
な
す
と
き
は
、
そ
の
税
榊
が
極
め
て
わ
ず
か
で
な
い

服
り
扱
低
ｏ
宅
地
の
俳
地
料
か
ら
牛
ず
る
収
益
は
、
土
地
よ
り
生
ず
る
一
般
の
収
益
よ
り
低
下
し
家
ｋ
の
新
築
を
阻
告
す
る
が
、
こ



れ
は
建
物
の
貴
借
料
に
対
し
て
課
税
せ
ら
れ
る
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
ン
、
う
し
て
人
口
が
増
大
し
、
い
１
、
れ
に
伴
つ
て
需
婁
が
増
大
し
、

又
は
家
屋
の
破
損
に
伴
い
供
給
減
少
と
な
り
、
そ
の
結
果
賃
借
料
が
、
＞
、
の
税
額
だ
け
騰
貨
す
る
こ
、
戸
し
に
な
る
、
プ
し
、
こ
こ
に
は
じ
め

て
新
築
が
な
さ
れ
る
。
然
し
な
が
ら
最
低
の
宅
地
の
借
地
料
を
騰
貴
せ
し
む
る
原
因
は
、
ン
、
の
他
の
宅
地
の
借
地
料
を
も
騰
資
せ
し

む
る
も
の
で
あ
る
・
即
ち
こ
の
宅
地
の
借
地
料
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
各
六
の
優
利
の
市
価
だ
け
最
低
の
宅
地
の
借
地
料
を
超
加

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
宅
地
料
に
対
す
る
租
税
に
し
て
、
そ
の
市
価
、
ン
、
の
場
所
、
り
／
、
の
需
妥
の
如
何
を
問
わ
ず
、

一
定
率
の
箪
を
揺
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
一
定
の
税
額
は
篶
に
於
て
借
有
者
の
負
担
と
な
る
。
然
し
奈
ら
宅
地
の
借
地
料

に
対
す
る
租
税
は
泰
崖
税
り
一
部
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
税
額
は
一
定
し
て
お
ら
ず
、
借
地
料
の
多
寡
の
割
く
。
に
よ
る
と
仮
定
さ

芝
・
故
に
最
高
の
宅
地
の
借
地
料
に
対
す
る
租
税
の
奈
で
大
部
分
が
土
地
の
所
事
の
負
担
圭
な
る
、
斯
く
し
て
竃
税
は
之

を
二
面
よ
り
概
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
即
ち
総
て
の
借
家
人
の
租
税
と
考
え
ら
れ
、
又
宅
地
ｏ
倍
料
ｏ
租
税
と
し
て
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
・
　
「
即
ち
最
低
の
宅
地
の
借
地
料
を
一
エ
ー
ヵ
に
つ
き
一
ポ
ソ
ド
を
課
す
る
も
の
と
す
れ
ば
前
者
は
一
一
ポ
ソ

ド
に
騰
貰
し
、
後
者
は
一
〇
〇
一
ポ
ソ
ド
に
騰
貨
す
る
。
こ
れ
は
こ
の
二
つ
の
場
所
的
価
値
が
企
く
従
前
と
変
り
な
い
か
ら
で
あ
る
。

然
し
宅
地
の
併
地
料
に
対
す
る
租
税
は
家
謄
税
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
租
税
の
額
は
一
定
し
て
お
一
リ
な
い
の
で
、
、
〆
、
の
借
地
料
の
多

寡
の
割
令
に
よ
る
と
仮
定
さ
れ
る
か
ら
最
低
の
宅
地
の
借
地
料
に
従
来
と
同
じ
く
一
エ
、
カ
に
つ
き
一
ポ
ソ
ド
ｏ
租
税
を
課
す
る
と

す
れ
ば
・
妓
高
Ｏ
宅
地
Ｏ
借
地
料
の
税
額
は
一
〇
〇
ポ
ソ
ド
で
あ
る
。
ン
、
う
し
て
こ
の
場
く
、
に
於
て
も
、
た
だ
、
！
、
の
宅
地
の
什
地
料

は
一
〇
〇
一
ポ
ソ
ド
に
擁
す
る
の
宅
あ
吋
宗
ら
隻
人
の
負
担
は
一
〇
〇
ポ
ソ
ド
の
奈
で
一
ポ
ソ
ド
。
み
で
あ
る
、
従
つ
て

環
＾
宅
地
添
地
料
定
税
で
あ
る
一
〇
〇
ポ
ソ
ド
の
奈
で
九
九
ポ
ソ
ド
は
土
地
序
有
貞
担
と
な
る
も
・
で
あ
る
」
従

っ
て
こ
注
嘆
人
に
対
す
る
租
税
と
し
て
之
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
或
は
又
宅
地
○
借
地
料
に
対
す
る
殺
と
し
て
之
善
え
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る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
と
い
う
て
い
る
。
一
般
の
家
屋
に
於
て
は
宅
地
の
借
地
料
は
家
賃
の
支
払
の
或
一
少
部
分
に
過
ぎ
な
い
。

従
っ
て
家
屋
税
の
殆
ど
全
部
が
住
居
人
の
負
担
と
な
る
。
大
都
会
の
繁
華
な
場
所
に
於
け
る
が
如
く
宅
地
の
借
地
料
が
家
賃
の
大
部

分
を
占
め
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
例
外
の
こ
と
で
あ
る
。
各
個
人
の
所
得
に
於
て
極
め
て
僅
か
で
は
あ
る
が
、
特
別
課
税
の
対
象
に

適
当
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
中
に
於
て
も
こ
の
宅
地
の
借
地
料
は
主
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宅
地
の
借
地
料
は
地
主
に
あ
り
て

は
何
等
の
努
力
も
経
費
も
必
要
と
せ
ず
、
た
だ
偶
然
に
も
土
地
を
所
有
す
る
こ
と
だ
け
で
巨
額
の
収
入
を
あ
げ
る
に
至
り
た
る
数
多

く
の
実
例
が
あ
る
と
な
す
の
で
あ
る
。
こ
の
点
Ａ
・
ス
ミ
ス
の
敷
地
地
代
に
課
せ
ら
れ
る
租
税
は
、
家
屋
の
賃
料
を
高
め
る
こ
と
が

な
い
。
地
主
は
常
に
独
占
者
と
し
て
行
動
し
そ
の
所
有
地
の
使
用
か
ら
取
れ
る
だ
け
大
な
る
地
代
を
搾
り
取
ろ
う
と
す
る
。
こ
れ
は

敷
地
地
代
の
所
有
者
の
負
担
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
家
屋
の
賃
料
よ
り
は
課
税
物
件
と
し
て
尚
一
層
適
当
で
あ
る
。
そ
う
し
て
敷
地
地

代
に
あ
り
て
も
一
般
の
土
地
地
代
に
あ
り
て
も
共
に
多
く
の
場
合
所
有
者
が
そ
の
勤
労
と
管
理
を
用
い
る
こ
と
な
く
獲
得
す
る
収
入

即
ち
特
別
収
入
で
あ
り
担
税
力
の
あ
る
収
入
で
あ
る
と
な
す
見
解
と
類
似
し
て
い
る
。
従
っ
て
Ｊ
・
ｓ
・
ミ
ル
に
あ
り
て
も
家
屋
税

が
宅
地
の
所
有
者
の
負
担
と
た
る
と
き
は
こ
の
家
屋
税
は
非
難
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
う
し
て
家
屋
税
が
そ
の
家
屋
の

価
値
に
応
じ
て
そ
の
家
屋
の
席
住
者
の
負
担
と
な
る
と
き
は
、
こ
の
家
屋
税
は
、
あ
ら
ゆ
る
租
税
中
最
も
公
平
な
る
租
税
で
あ
る
と

論
ず
る
。
す
べ
て
各
個
人
の
宋
計
の
支
出
の
中
に
於
て
家
屋
に
対
す
る
支
出
ほ
ど
各
人
の
資
力
の
標
準
と
す
る
の
に
適
し
た
る
も
の

は
な
い
し
又
概
し
て
ン
、
の
蛮
力
に
応
じ
て
い
る
も
の
は
外
に
な
い
。
家
屋
税
と
所
得
に
対
す
る
直
接
税
と
を
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、

む
し
ろ
宋
屋
税
は
正
当
な
る
所
得
税
に
、
よ
り
近
き
も
の
で
あ
る
。
家
屋
税
に
於
て
は
所
得
税
を
賦
課
す
る
に
当
り
正
確
に
行
わ
れ

難
き
、
す
べ
て
の
点
が
白
然
的
に
行
わ
れ
る
と
い
う
長
所
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
芥
個
人
が
宋
俸
税
と
し
て
納
付
す
る
楓

が
、
荷
も
或
る
何
物
か
を
表
示
す
る
証
拠
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
こ
の
額
は
ン
、
の
人
０
）
所
有
す
る
高
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
舟



人
が
自
ら
費
し
得
る
も
の
い
し
考
へ
ら
れ
る
高
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
家
屋
税
に
お
け
る
公
平
課
税
に
疑
問
を
も
ち
得
る
論
拠
は
二
つ

で
あ
る
・
先
ず
第
一
は
金
銭
を
固
執
す
る
票
こ
の
竃
税
を
脱
税
す
一
…
と
隻
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
如
何
奮
支
出
税
に
於

て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。
金
銭
を
固
執
す
る
と
こ
ろ
の
如
何
な
る
も
の
に
対
し
て
も
課
税
し
得
べ
き
租
税
は
所
得
に
対

す
る
直
接
税
以
外
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
現
今
に
於
て
は
金
銭
を
固
執
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
も
、
そ
れ
を
死
蔵
す
る
こ

と
な
く
生
産
事
業
に
投
資
す
る
傾
向
に
あ
る
。
従
っ
て
国
富
に
加
わ
り
て
一
般
の
担
税
能
力
を
増
加
す
る
。
又
之
に
対
す
る
租
税
は

そ
の
元
本
か
ら
生
ず
る
と
こ
ろ
の
所
得
へ
移
り
、
そ
の
所
得
は
支
出
さ
れ
る
と
同
時
に
租
税
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
第
二
は
人
に
よ
っ
て
は
そ
の
有
す
る
資
産
の
大
な
る
た
め
で
は
な
く
、
家
族
の
多
数
な
る
が
た
め
に
広
大
に
し
て
一
口
同
価
な
る
家

屋
が
必
要
と
さ
芝
の
菱
る
と
い
う
。
然
し
え
も
論
拠
と
は
奮
き
の
で
あ
る
。
即
ち
大
家
族
を
有
す
る
と
否
と
は
各
人
の

自
由
意
思
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
て
公
益
に
関
す
る
限
り
は
大
家
族
は
こ
れ
を
助
長
せ
し
む
る
よ
り
は
之
を
排
斥
す
べ
き
も

の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
そ
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
尚
家
屋
税
の
財
政
収
入
上
の
地
位
に
つ
い
て
一
一
一
一
目
及
し
家
屋
税
収
入
は
イ
ギ
リ

ス
に
於
け
る
租
税
収
入
中
の
極
め
て
大
な
る
部
分
を
占
め
て
い
る
。
即
ち
都
会
に
於
け
る
地
方
税
の
全
部
と
、
田
舎
に
於
け
る
地
方

税
の
一
部
は
家
屋
税
よ
り
形
成
せ
ら
松
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
蓋
し
国
民
経
済
の
な
か
に
お
い
て
課
税
物
件
と
し
て
重
要
な
る

地
位
を
有
し
て
い
を
毒
伺
え
る
の
で
あ
る
。
窓
税
書
、
婁
－
汁
賢
妻
た
家
霧
の
一
種
で
あ
つ
た
が
、
こ
の
窓
税
は
光
線
に

対
し
て
租
税
を
賦
課
す
る
も
の
で
あ
り
、
建
物
の
体
裁
を
そ
こ
な
う
か
ら
悪
税
で
あ
る
。
こ
の
窓
税
は
一
八
五
一
年
に
廃
止
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
代
り
に
本
来
の
所
謂
家
屋
税
が
施
行
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
惟
う
に
窓
税
は
該

税
を
適
脱
せ
ん
と
し
て
窓
を
遮
断
し
或
は
建
築
に
際
し
て
窓
を
設
置
し
な
い
の
で
雄
物
の
美
観
を
損
う
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
通
風
、

光
線
を
遮
断
す
る
こ
と
に
よ
る
衛
生
上
の
害
悪
よ
り
し
て
悪
税
と
す
べ
き
で
あ
る
。
Ａ
・
ス
、
、
、
ス
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
従
来
家

　
　
　
　
Ａ
・
ス
ミ
ス
Ｄ
・
リ
ヵ
ア
ド
オ
Ｊ
・
ｓ
二
・
・
ル
に
お
け
る
租
税
転
嫁
理
論
の
考
察
（
箕
浦
）
　
　
　
　
四
一
　
（
四
〇
三
）
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屋
税
は
家
屋
Ｏ
貨
料
に
比
例
す
る
比
例
税
で
は
な
か
っ
た
。
即
ち
屋
家
の
賃
料
Ｏ
現
実
の
実
貰
的
把
握
が
困
難
で
あ
り
、
家
屋
の
賃

料
の
正
確
な
る
確
定
が
困
難
と
さ
れ
、
従
っ
て
外
形
的
に
ン
、
の
把
握
の
容
房
な
る
も
の
が
そ
の
対
象
を
な
し
て
い
た
。
こ
の
種
の
租

税
の
最
初
の
も
の
は
炉
税
ぎ
彗
亭
昌
昌
２
で
あ
り
、
次
に
窓
の
数
に
よ
っ
て
課
税
せ
ら
れ
た
。
炉
税
は
炉
の
数
ｏ
調
査
を
一
般

に
厭
悪
し
、
厭
し
い
租
税
と
な
り
、
奴
隷
の
表
徴
と
し
て
之
は
廃
止
せ
ら
れ
た
。
各
戸
ｏ
窓
の
数
に
よ
っ
て
課
税
す
る
方
法
は
窓
の

数
を
調
査
す
る
の
に
外
部
よ
り
之
を
捕
捉
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
炉
税
の
如
く
税
務
官
吏
が
屋
内
に
立
ち
入
ら
ず
之
を
な
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
炉
税
の
と
き
程
之
を
一
般
に
厭
悠
は
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
窓
ｏ
数
を
課
税
標
準
と
す
る
家
崖
税
は
廃
止
さ
れ
、

之
に
代
り
て
窓
税
三
己
Ｏ
手
汁
薫
が
設
帷
せ
ら
る
る
こ
と
に
な
っ
た
。
斯
る
租
税
は
い
ず
れ
も
不
公
平
な
る
も
Ｏ
で
あ
る
。
そ
う

し
て
そ
れ
は
披
忠
の
不
公
平
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
斯
る
租
税
に
対
す
る
反
対
論
の
重
嬰
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
蓋
し
斯
る
租
税

は
富
者
よ
り
も
貧
者
に
対
し
て
そ
の
負
担
を
重
課
す
る
も
の
で
あ
る
。
財
産
、
所
得
の
如
何
を
問
わ
ず
窓
の
数
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ

る
が
故
に
窓
ｏ
多
い
宗
崖
に
暗
住
す
る
も
の
が
、
そ
ｏ
財
産
、
所
得
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
ン
、
の
魚
担
が
大
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

斯
く
の
如
き
租
税
は
租
税
原
則
ｏ
中
で
公
平
の
原
則
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
ン
、
う
し
て
窓
税
も
ン
、
の
他
す
べ
て
宋
展
に
課
す
る
税

も
共
に
貨
料
を
低
下
せ
し
む
る
臼
然
的
僚
向
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
納
税
者
が
こ
り
種
ｏ
租
税
を
よ
り
多
く
負
担
す
れ
ば
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

れ
だ
け
貨
料
を
引
き
下
げ
て
し
か
貰
料
ｏ
支
払
が
…
米
な
く
な
り
、
斯
く
て
貨
料
を
侵
触
す
る
こ
と
に
な
る
と
論
じ
て
い
る
。

　
Ｊ
．
ｓ
．
、
、
、
ル
に
あ
り
て
は
史
に
論
議
を
す
す
め
て
、
元
米
、
家
崖
税
と
い
う
も
ｏ
は
、
家
朕
よ
り
生
ず
る
所
得
に
対
し
て
課
税

す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
求
崖
に
よ
る
支
出
に
課
税
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
住
居
人

が
ン
、
の
次
ｋ
の
た
め
に
褒
す
る
費
川
で
あ
る
。
即
ち
家
崖
を
他
の
人
に
貨
ケ
す
れ
ぱ
ど
れ
だ
け
の
収
入
を
得
る
か
と
い
う
推
定
収
益

の
こ
と
で
は
な
い
。
若
し
一
庄
唐
人
が
ン
、
の
宗
屋
の
所
有
者
で
は
な
く
、
ン
、
う
し
て
ン
、
の
宋
崖
の
修
締
を
臼
ら
な
す
契
約
を
し
た
る



と
き
は
・
そ
Ｏ
支
払
う
家
質
は
、
そ
Ｏ
家
崖
の
た
め
に
必
要
と
す
る
費
川
Ｏ
尺
度
で
、
あ
る
、
然
し
家
崖
の
所
有
老
と
住
居
人
が
同
一

で
あ
る
と
き
は
別
の
尺
崇
求
め
ら
茎
け
れ
ば
な
隻
い
の
で
あ
る
。
竃
の
評
価
を
な
す
に
当
つ
て
は
、
リ
一
、
の
売
買
価
格
を
基

準
と
せ
ず
・
こ
れ
に
対
す
る
新
築
の
費
用
を
以
っ
て
基
準
と
し
淳
れ
ば
奮
き
。
又
時
の
経
過
に
伴
斗
な
う
価
値
の
減
少
、
或
は

修
豊
善
に
よ
る
竃
・
価
篤
加
等
の
価
値
変
動
に
よ
る
定
期
的
稿
値
詐
価
の
改
定
が
き
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
改
正
評
価

の
碧
以
っ
て
元
金
と
決
め
、
そ
の
利
子
は
之
茎
債
の
時
価
に
よ
つ
て
定
め
、
こ
の
年
六
の
利
子
の
価
値
に
対
し
て
租
隻
課
す

べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
て
い
る
・
そ
・
つ
し
て
次
に
竃
税
の
免
税
点
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
即
ち
或
一
定
の
額
に
達
せ
ざ
る
所

得
に
対
し
て
は
所
得
讐
免
税
す
べ
竃
の
で
雲
が
、
之
と
同
じ
く
或
一
定
の
価
値
に
達
せ
ざ
る
竃
に
対
し
て
は
竃
税
を
免

税
す
べ
き
で
あ
る
・
即
ち
す
べ
て
健
康
奮
生
存
に
対
し
て
絶
対
的
に
必
要
奪
も
の
に
対
し
て
は
租
税
三
切
免
税
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
普
遍
的
原
則
に
某
く
も
の
で
あ
る
。
家
陸
の
住
居
人
の
み
な
ら
ず
家
康
の
一
部
を
貧
借
す
る
も
の
、
即
ち
問
借
人
に
対
し

て
も
・
こ
の
利
益
の
享
叉
ｏ
た
め
に
・
家
屋
の
所
有
者
は
、
そ
の
一
家
崖
内
の
問
借
人
の
居
住
す
る
各
個
の
尖
に
つ
い
て
各
別
に
評

面
を
な
し
・
こ
れ
に
よ
っ
て
租
税
を
課
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
宗
朕
所
有
考
の
白
由

イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

な
忠
で
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
術
…
に
つ
い
て
は
塊
在
一
般
に
斯
く
ｏ
如
く
行
わ
れ
て
い
る
と
論
じ
て
い
プ
り
。
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お
け
る
則
政
忠
想
　
臼
　
　
　
（
立
命
鮒
維
済
学
　
策
卜
二
巻
　
猟
．
、
。
、
）
。

　
　
（
３
）
　
］
）
・
三
暮
乙
（
一
一
旨
己
・
勺
・
お
ｏ
．
邦
沢
　
前
掲
讐
　
二
〇
八
一
以
－
二
■
ソ
九
ピ
八
。

　
　
（
４
）
　
】
）
．
カ
｛
ｏ
胃
ら
〇
一
旨
三
．
勺
．
お
○
．
　
「
、
、
　
同
篶
　
二
Ｕ
九
パ
八
。

　
　
　
　
八
．
ス
ミ
ス
Ｄ
・
リ
カ
ァ
ド
オ
Ｊ
・
ｓ
二
・
・
ル
に
お
け
る
租
税
拡
嫁
堆
論
の
考
察
（
焚
浦
）
　
　
　
　
四
三
（
四
〇
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）

（
５
）

（
６
）

　
巻

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

＞
．
Ｏ
Ｏ
昌
岸
戸
冒
己
．
ラ
勺
．
べ
竃
－
畠
ト

拙
稿
　
Ａ
・
ス
、
・
・
ス
と
Ｊ
・
ｓ
二
・
・
ル
の
租
税
原
則
論
の
展
開

第
六
号
）
。

戸
Ｏ
Ｏ
邑
員
量
Ｐ
甲
お
ト

＞
・
Ｏ
。
邑
員
量
Ｐ
勺
二
．
お
蜆
－
轟
９

言
巨
○
。
９
胃
汁
；
Ｐ
勺
ユ
昌
一
旦
易
９
勺
・
一
三
邑
９
昌
・
昌
ｋ
ら
．

－
・
○
ｏ
・
峯
；
一
冒
己
．
や
や
ｏ
．
ｏ
０
Ｎ
よ
ｏ
ｏ
切
．

戸
０
。
邑
員
量
Ｐ
勺
．
勺
．
べ
彗
－
べ
睾

－
Ｏ
Ｏ
・
室
巨
Ｌ
げ
己
．
勺
．
や
Ｏ
。
岬
Ｏ
。
山
Ｏ
０
９

古
典
学
派
に
於
け
る
財
政
思
想
　
Ｈ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ド

四
四
　
（
四
〇
六
）

（
立
命
館
経
済
学
　
第
九

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
Ｄ
。
リ
ヵ
ア
ド
オ
は
救
貧
税
勺
　
…
量
汁
窃
の
効
果
に
つ
い
て
詳
細
な
る
論
述
を
行
っ
て
い
る
。
　
こ
こ
に
救
貧
税
と
は
貧
民
救
済

事
業
に
お
け
る
経
費
支
弁
を
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
る
目
的
税
に
し
て
、
一
般
的
に
は
地
方
税
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
そ
の
論
議
の
対
象
を
な
し
て
い
る
も
の
は
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
固
有
な
る
救
貧
税
及
び
貧
民
救
済
事
業
に
随

伴
す
る
と
こ
ろ
の
一
般
税
又
は
そ
の
目
的
税
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
救
貧
税
は
長
ら
く
続
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
顕
著
な
る

特
徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
救
貧
税
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
王
朝
時
代
の
一
五
九
七
年
及
び
一
六
〇
一
年
に
創
設
せ

ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
救
貧
税
は
中
世
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
に
丑
、
の
例
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
救
貧
税
の
施
行
以
前
に

貧
民
救
済
を
目
的
と
す
る
強
制
的
寄
附
が
存
在
し
た
こ
と
に
ン
、
の
端
を
発
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
設
定
当
時

の
救
貧
税
は
能
力
課
税
と
し
て
教
区
、
寺
院
内
に
お
け
る
住
民
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
課
税
権
の
主
体
は
当
初
寺
院



区
に
あ
り
後
寺
院
区
組
合
と
な
り
、
そ
う
し
て
寺
院
区
組
合
よ
り
各
寺
院
区
へ
の
配
賦
税
と
な
つ
た
の
で
あ
る
が
後
に
至
つ
て
地
方

制
度
の
改
革
に
よ
り
一
九
三
〇
年
よ
り
寺
院
区
組
合
及
び
救
貧
管
理
委
員
会
の
職
務
権
限
が
。
。
一
。
ｑ
及
び
。
。
一
目
ｑ
げ
。
、
。
、
・
。
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

に
移
管
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
貧
民
救
済
の
行
政
単
位
と
し
て
地
方
的
負
担
の
不
公
平
を
是
正
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
Ｄ
．
リ
カ
ァ
ド
オ
は
救
貧
税
は
「
原
生
産
物
及
び
商
品
の
消
費
老
の
負
擦
と
な
り
、
資
本
・
。
汁
。
。
一
、
の
利
潤
及
び
土
地
の
地
代
の

負
捨
と
な
る
・
そ
れ
は
特
殊
の
重
量
を
農
業
家
の
利
潤
に
加
へ
る
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
原
生
産
物
の
債
格
に
影
響
す
る
と
認
め
て

差
支
な
い
租
税
で
あ
る
・
そ
れ
が
製
造
業
及
び
農
業
の
利
潤
に
等
し
く
負
擦
を
加
へ
る
程
度
に
從
つ
て
、
救
貧
税
は
資
本
利
潤
に
封

す
る
一
般
税
と
な
り
、
原
生
産
物
及
び
製
造
品
の
便
格
に
は
、
何
の
愛
動
を
も
來
た
さ
し
め
ぬ
で
あ
ら
う
。
ま
た
農
業
家
が
、
こ
の

税
の
特
に
影
響
す
る
部
分
を
、
原
生
産
物
の
債
格
を
引
上
げ
る
こ
と
に
よ
つ
て
白
ら
償
ふ
こ
と
の
出
來
ぬ
場
合
に
は
、
ユ
、
の
程
度
に

薩
じ
て
、
そ
れ
は
地
代
に
封
す
る
租
税
と
な
り
、
地
主
に
よ
つ
て
納
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
、
或
る
特
定
の
時
に
於
け
る
救

貧
税
の
作
用
を
知
る
爲
め
に
は
、
吾
六
は
、
そ
の
時
こ
の
税
が
、
農
業
家
の
利
澗
と
製
造
家
の
利
澗
と
に
均
等
に
彬
響
を
及
ぽ
す
か
、

不
均
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
ま
た
時
の
事
情
が
農
業
家
に
、
原
生
産
物
債
格
を
引
上
げ
る
力
を
興
へ
る
如
き
も
の
で
あ
る
か
否
か

を
確
か
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
救
貧
税
は
、
農
業
家
に
そ
の
地
代
に
比
例
し
て
賦
課
せ
ら
る
る
も
の
と
構
せ
ら
れ
て
居
り
、
從
つ
て

極
め
て
少
額
の
地
代
を
支
挑
ふ
か
、
或
は
全
然
之
を
支
挑
つ
て
店
ら
ぬ
農
業
塚
は
、
催
に
少
楓
の
救
費
税
を
納
め
る
か
、
或
は
全
然

之
を
納
め
な
い
袴
で
あ
る
。
果
し
て
事
實
此
の
如
く
な
ら
ば
、
救
貧
税
は
ン
、
れ
が
農
業
階
級
に
よ
つ
て
支
挑
は
る
る
眼
り
は
、
全
然

地
主
の
負
携
に
蹄
し
、
原
生
産
物
の
消
費
者
に
は
轄
嫁
せ
ら
れ
ぬ
符
で
あ
る
。
併
し
班
實
は
さ
う
で
な
い
と
信
ず
る
。
救
費
税
は
、

農
業
家
が
現
に
そ
の
地
主
に
納
め
る
地
代
に
慮
じ
て
は
賦
課
せ
ら
る
る
も
の
で
な
く
、
ン
、
れ
が
地
七
の
資
本
に
依
つ
て
與
へ
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

る
と
借
地
人
の
資
本
に
よ
っ
て
與
へ
ら
れ
た
る
と
を
問
は
ず
、
兎
に
角
ン
、
の
土
地
の
年
産
慣
値
に
比
例
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
論
じ

　
　
　
Ａ
一
ス
ミ
ス
Ｄ
一
リ
カ
ァ
ド
オ
Ｊ
一
ｓ
二
・
、
ル
に
お
け
る
租
税
転
嫁
理
論
の
考
察
（
箕
浦
）
　
　
　
　
四
五
（
四
〇
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
四
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
（
四
〇
八
）

て
、
救
貧
税
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
作
用
に
つ
い
て
之
を
詳
ら
か
に
し
、
そ
の
転
嫁
関
係
を
明
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
こ
の
救
賓
税
な
る
も
の
は
、
原
生
産
物
課
税
、
農
業
利
潤
に
対
す
る
租
税
、
地
代
に
対
す
る
租
税
と
そ
の
木
質
に
お
い
て

之
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
「
原
生
産
物
及
び
農
業
家
の
利
淵
に
封
す
る
租
税
が
原
生
産
物
消
費
者
の
負
携
に
蹄

す
べ
き
こ
と
を
知
っ
た
。
蓋
し
農
業
家
が
慣
格
の
引
上
げ
に
よ
つ
て
白
ら
償
ふ
力
を
有
つ
の
で
な
け
れ
ば
、
租
税
は
そ
の
利
澗
を
、

利
澗
の
祈
逓
水
準
以
下
に
下
降
せ
し
め
、
彼
れ
を
促
し
て
そ
の
貨
本
を
何
れ
か
の
他
の
産
業
に
移
さ
し
め
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
★
次
は
、
農
業
家
が
そ
の
税
を
そ
の
税
か
ら
差
引
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
之
を
地
主
に
韓
嫁
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を

も
知
っ
た
。
何
と
な
れ
ば
、
彼
の
地
代
を
納
め
ぬ
農
業
家
も
、
そ
れ
が
原
止
産
物
に
課
せ
ら
る
る
と
農
業
家
の
利
澗
に
課
せ
ら
る
る

と
を
問
は
ず
、
優
良
地
の
耕
作
者
と
同
楼
に
こ
の
税
を
免
れ
ぬ
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
私
は
、
若
し
も
或
る
税
が
一
般
的
租

税
で
あ
つ
て
、
製
造
業
と
農
業
と
を
問
は
ず
、
几
て
の
利
澗
に
等
し
く
影
響
を
及
ぼ
す
な
ら
ば
、
ン
、
れ
は
商
品
の
便
格
に
も
原
生
産

物
の
慣
格
に
も
作
川
せ
ず
し
て
、
直
接
に
も
究
極
に
於
て
も
、
牛
産
米
に
よ
つ
て
支
挑
は
れ
る
筈
だ
と
い
ふ
こ
と
を
も
、
明
か
に
し

よ
う
と
試
み
た
、
地
代
に
封
す
る
税
は
、
概
に
注
意
せ
ら
れ
た
迦
り
、
地
主
の
れ
携
に
の
み
蹄
す
る
筈
で
あ
つ
て
、
決
し
て
之
を
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

地
人
の
川
に
移
す
こ
と
は
出
來
ぬ
。
救
費
税
は
こ
れ
等
諾
税
の
性
貫
を
几
て
滞
び
て
店
」
る
と
こ
ろ
の
租
税
で
あ
る
と
説
明
し
て
い

る
。
牧
竹
税
０
）
創
設
当
初
之
を
能
力
課
税
と
し
、
拠
税
能
力
測
定
の
標
準
と
し
て
、
不
動
床
Ｏ
地
代
又
は
そ
の
賃
貨
仙
格
を
基
礎
と

し
て
総
収
益
を
杵
定
し
必
要
経
費
を
枠
除
し
公
課
、
保
険
料
を
枠
除
し
て
之
を
以
て
識
税
桝
準
と
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
課
税
標
準

の
算
定
は
・
、
ヨ
Ｈ
・
Ｃ
一
、
、
一
葦
あ
コ
。
弓
け
・
旨
に
よ
り
動
産
及
び
商
工
業
収
入
を
除
外
し
た
。
従
っ
て
ｔ
と
し
て
土
地
に
お
け
る
外
形
標
準

に
よ
る
純
収
盗
課
税
と
な
り
、
比
例
税
を
適
川
す
る
農
業
収
益
税
、
農
業
生
産
物
税
の
如
き
形
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
後
に
至

っ
て
畏
茉
Ｏ
い
側
を
恢
復
せ
し
む
ろ
〔
灼
を
以
て
疫
茱
川
Ｏ
土
地
挫
物
Ｏ
企
榊
に
対
し
之
を
免
除
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
ン
、
う
し
て



依
然
と
し
て
救
貧
税
が
業
朱
物
税
に
類
似
す
る
髪
在
格
島
続
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
一
一
、
の
租
税
の
作
川
と
転
嫁
の
関
係

に
つ
い
て
Ｄ
一
リ
ヵ
ア
ド
ォ
の
所
論
を
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
尚
続
け
て
そ
の
課
税
標
準
と
そ
の
負
担
に
つ
い
て
「
救
貧
税

の
現
状
に
於
て
は
農
業
家
は
そ
の
収
得
す
る
現
實
Ｏ
生
産
額
に
薩
じ
て
課
税
せ
し
れ
、
製
造
家
は
ン
、
の
使
州
す
る
機
械
、
螢
働
ま
た

は
賓
本
。
・
♂
鼻
の
債
値
に
ー
闘
係
な
く
、
た
だ
生
産
を
行
ふ
雄
物
の
慣
値
に
の
み
薩
じ
て
課
税
さ
れ
る
の
で
あ
、
り
か
ら
、
夫
六
の
利

澗
に
封
す
る
比
例
に
於
て
、
製
造
宗
に
封
す
る
よ
り
も
逢
に
多
く
の
額
が
農
業
家
の
負
携
に
鰯
す
る
こ
と
は
、
水
認
さ
れ
た
け
れ
ば

な
ら
ぬ
」
と
説
明
を
行
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
転
嫁
帰
酋
閑
係
に
つ
い
て
「
こ
の
事
情
の
結
果
と
し
て
、
農
業
家
は
そ
の

生
床
物
の
償
格
を
こ
Ｏ
差
の
全
額
だ
け
引
上
げ
る
こ
と
を
得
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
こ
の
税
は
、
不
均
等
に
、
特
に
農
業
家

に
負
携
を
加
へ
る
ｏ
で
あ
る
か
ら
、
若
し
も
原
止
産
物
の
慣
格
が
引
上
げ
ら
れ
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
彼
れ
は
丑
、
の
資
本
を
土
地
に
投

ず
る
こ
と
を
、
之
を
他
の
何
等
か
ｏ
庵
業
に
使
川
す
る
こ
と
以
上
に
は
喜
ば
ぬ
で
あ
ら
う
。
若
し
も
反
封
に
、
救
貧
税
が
農
業
家
よ

り
も
製
造
宗
に
皿
き
魚
携
を
加
へ
た
な
ら
庁
、
製
造
家
は
、
同
様
の
箏
情
の
下
に
於
け
る
農
業
家
が
原
生
産
物
の
傲
格
を
引
上
げ
得

た
と
同
一
い
〃
山
に
よ
つ
て
、
そ
の
瑚
品
の
倣
格
を
、
そ
の
差
榊
だ
け
引
上
げ
る
こ
と
を
得
た
で
あ
り
う
。
故
に
岬
（
の
農
業
を
接
張

し
つ
っ
あ
ろ
什
會
に
於
て
、
救
貧
税
が
上
地
に
特
殊
の
爪
荷
を
負
携
せ
し
め
る
場
合
に
は
、
ン
、
れ
は
一
榔
分
は
賞
本
利
澗
減
少
の
形

を
以
て
竹
木
使
川
者
の
納
附
す
ろ
と
こ
ろ
と
な
り
、
一
榊
分
は
償
格
騰
貨
Ｏ
形
を
以
て
原
小
床
物
消
炊
＊
の
納
附
す
る
と
こ
ろ
と
な

る
で
あ
ら
う
・
小
態
の
斯
ｏ
如
く
な
る
と
こ
ろ
に
於
て
は
、
こ
の
税
は
、
或
箏
情
の
下
に
於
て
は
、
地
士
に
収
つ
て
有
害
よ
り
も
却

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

て
有
利
の
こ
と
さ
へ
あ
リ
得
る
の
で
あ
る
」
と
説
則
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

註
一
－
一
一
）
一
三
一
二
ま
胃
３
ブ
・
亘
箏
・
｛
２
・
二
・
葦
？
・
；
昌
・
；
、
彗
、
；
、
、
、
ご
。
。
ら
一
、
勺
Ｌ
・
。
・

　
一
三
小
…
パ
ト
．
救
蔦
ご
一
人
版
灼
科
欠
簑
掠
－
堤
、
所
納
忍
済
労
筑
」
箪
二
雀
五
人
几
一
貝
）
、

　
　
　
Ａ
．
ス
ミ
ス
Ｄ
．
リ
カ
ア
ド
オ
Ｊ
・
ｓ
二
・
・
ル
に
お
け
ゐ
租
税
払
嫁
理
論
の
考
察
（
箕
浦
）

四
七
　
（
四
Ｃ
九
）



　
立
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学
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（
３
）
Ｏ
．
艮
８
三
９
量
ら
．
ラ
勺
．
ミ
Ｈ
Ｌ
蔓

（
４
）
　
］
）
．
崖
Ｓ
＆
９
旨
己
．
勺
．
Ｈ
ミ
．
邦
訳

（
５
）
　
Ｕ
．
向
－
Ｓ
邑
Ｐ
冒
巳
．
や
ミ
○
ｏ
．
邦
訳

小
泉
信
三
訳
「
改
訂
　
経
済
学
及
び
課
税
の
原
理
」

同
書
　
二
七
三
頁
。

同
書
　
二
七
六
頁
－
二
七
七
頁
。

上
巻

　
四
八
　
（
四
一
〇
）

二
七
三
頁
－
二
七
四
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
地
代
、
利
子
、
利
潤
、
労
働
賃
銀
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
各
個
人
に
於
け
る
所
得
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
等
の
所
得
に
対

し
て
各
個
別
に
課
税
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
地
代
税
、
利
潤
税
、
賃
銀
税
で
あ
る
が
、
Ｊ
・
ｓ
・
ミ
ル
に
あ
り
て
は
之
等
の
各

別
の
租
税
に
つ
い
て
詳
細
な
論
述
を
行
い
、
次
に
総
体
と
し
て
の
各
種
の
所
得
の
全
部
を
課
税
対
象
と
し
之
に
対
し
て
公
平
に
課
税

せ
ん
と
す
る
所
得
税
に
つ
い
て
最
も
優
れ
た
る
論
述
を
展
開
し
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
所
謂
一
般
の
所
得
税
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

Ｊ
．
ｓ
．
、
・
・
ル
は
こ
の
所
得
税
の
実
施
に
つ
い
て
、
之
が
公
平
課
税
の
絶
対
的
要
件
と
し
て
三
個
の
条
件
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
即
ち
そ
の
第
一
の
要
件
と
し
て
は
、
或
一
定
額
の
免
税
点
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
こ
の
免
税
点
に
つ
い
て
は
、

そ
の
最
少
眼
度
は
現
在
の
人
民
が
生
活
必
需
品
を
獲
得
す
る
に
足
る
額
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
即
ち
そ
の
免
税
点
の
限
度

に
つ
い
て
は
、
斯
く
の
如
く
説
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
即
ち
国
民
の
最
低
生
活
費
以
下
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
と
考
え
る
。
蓋
し
所
得
税
に
於
け
る
免
税
点
が
甚
だ
し
く
低
下
し
、
之
に
伴
っ
て
旧
民
の
最
低
生
活
費
を
侵
害
す
る
場

合
に
於
て
は
、
所
得
税
は
閉
接
税
と
し
て
の
性
格
を
帯
ぶ
る
に
至
り
大
衆
課
税
と
な
る
お
ン
、
れ
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
机
税
の
公
平

は
期
待
し
が
た
い
の
で
あ
る
と
い
う
。
第
二
の
要
件
と
し
て
は
、
比
例
税
率
を
適
川
す
る
こ
と
で
あ
る
。
塘
三
に
あ
げ
て
い
る
要
件

は
、
各
個
人
の
所
得
の
中
に
お
い
て
貯
蓄
さ
れ
投
費
さ
れ
た
る
も
の
は
免
税
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
所
得
税
の
実
施
に
当
っ
て
必
要



な
る
条
件
を
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
免
税
の
な
し
が
た
い
場
合
に
於
て
は
事
業
所
得
、
白
由
業
に
よ
る
所
得
に
つ

い
て
は
相
続
的
所
得
よ
り
も
そ
の
所
得
税
を
軽
減
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
性
質
上
こ
れ
ら
の
所
得
は
有
期
所
得
で
あ
る
か
ら

節
約
の
必
要
が
多
い
、
従
っ
て
そ
の
程
度
を
以
て
之
を
軽
減
す
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
又
変
動
多
き
所
得
の
場
合
に
於
て
は

そ
の
不
確
実
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
て
所
得
税
は
公
平
な
る
租
税
と
な
り
正
当
な
る
租
税
と
な
る
。
あ
ら
ゆ
る
租
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
な
か
に
於
て
非
難
を
な
す
と
こ
ろ
の
な
い
租
税
と
な
る
と
論
じ
て
い
る
。
Ｊ
・
ｓ
・
ミ
ル
に
あ
り
て
も
Ａ
・
ス
ミ
ス
と
等
し
く
比

例
税
を
以
て
公
平
な
る
租
税
と
観
て
い
る
の
で
あ
る
。
井
手
教
授
は
「
い
ろ
い
ろ
の
問
題
は
あ
る
が
、
と
に
か
く
、
ミ
ル
は
利
益
説

を
否
定
し
、
犠
牲
説
を
採
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
し
か
ら
ば
、
何
故
、
、
・
・
ル
は
、
利
益
説
を
否
定
し
た
か
。

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ミ
ル
の
分
配
政
策
的
意
図
、
即
ち
富
の
分
配
の
不
平
等
と
い
う
政
策
的
意
図
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
で

あ
ろ
う
。
利
益
説
は
、
比
例
税
を
随
伴
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
大
所
得
者
に
と
っ
て
有
利
、
小
所
得
者
に
と
っ
て
不

利
で
あ
る
。
ミ
ル
は
、
こ
こ
に
、
利
益
説
の
矛
盾
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
彼
と
て
も
、
の
ち
に
見
る
様
に
、
原
則
と
し
て
、
比
例

税
を
主
張
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
多
く
の
制
限
つ
き
の
比
例
税
で
あ
る
。
利
益
説
（
原
書
は
利
益
税
と
な
っ
て
い
る
。
説
の
誤
植
と

思
う
。
箪
者
）
に
随
伴
す
る
比
例
税
は
、
か
か
る
制
隈
な
し
の
比
例
税
で
あ
る
。
、
・
・
ル
が
否
定
せ
ん
と
し
た
の
は
、
か
か
る
、
「
利
益

説
に
随
伴
す
る
比
例
税
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
代
っ
て
彼
が
支
持
す
る
比
例
税
は
「
彼
独
白
の
制
限
つ
き
比
例
税
で
あ
る
。
そ
し
て
、

前
者
は
、
彼
の
分
配
政
策
的
意
図
に
反
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
が
、
後
者
は
、
逆
に
彼
の
分
配
政
策
的
意
図
に
即
応
す
る
結
果
を
も

た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
か
か
る
比
例
税
は
、
彼
の
平
等
犠
牲
説
実
現
の
手
段
と
し
て
採
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
逆
に
言
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

か
か
る
比
例
税
を
主
張
せ
ん
が
た
め
に
、
　
平
等
犠
牲
説
が
主
張
さ
れ
た
と
も
考
え
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
論
じ
ら
れ
る
。
　
Ｊ
・

Ｓ
・
ミ
ル
は
「
一
般
の
人
六
に
よ
っ
て
平
等
の
犠
牲
が
要
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
冒
簑
ぎ
よ
り
出
発
す
れ
ば
、

　
　
　
Ａ
・
ス
、
・
・
ス
Ｄ
・
リ
カ
ァ
ド
オ
Ｊ
・
ｓ
・
、
・
・
ル
に
お
げ
る
租
税
転
嫁
理
論
の
考
察
（
箕
浦
）
　
　
　
　
四
九
（
四
一
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
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十
二
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四
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
一
四
三
一

各
人
の
財
産
に
対
し
て
同
一
の
割
合
の
租
讐
課
す
れ
ば
そ
れ
に
よ
つ
て
平
等
の
原
則
に
実
際
上
適
合
す
る
や
否
乏
つ
い
て
研
究

す
べ
き
で
雲
・
多
く
の
全
は
こ
の
比
例
碧
否
定
す
る
。
そ
註
小
所
得
老
か
峯
の
一
割
を
晋
上
げ
た
る
場
合
と
、
大
所

得
者
か
ら
そ
の
一
割
孟
り
上
げ
た
る
場
合
を
比
較
し
て
み
る
に
小
所
薯
の
負
担
は
大
所
得
者
の
負
担
吉
蓬
か
に
重
課
苫
れ

る
と
い
う
理
由
に
よ
る
・
そ
う
し
て
こ
の
根
拠
に
よ
っ
て
好
評
の
あ
る
累
進
禁
提
案
苫
れ
る
。
即
ち
こ
の
累
進
税
は
所
得
額
の

高
く
な
る
に
、
伴
っ
て
税
率
の
高
く
な
る
財
産
税
即
ち
所
得
税
之
で
あ
る
。
累
進
課
税
の
も
つ
意
義
を
最
も
よ
く
考
察
す
れ
ば
賛
沢
を

節
約
す
れ
ば
負
担
し
得
る
租
税
と
、
生
活
必
需
品
董
脅
す
租
税
と
の
差
異
に
基
乏
の
で
あ
る
。
一
万
ポ
ソ
ド
の
所
有
老
着
年

額
一
千
ポ
ソ
ド
を
取
り
上
げ
て
も
、
そ
の
為
に
当
人
の
生
活
の
維
持
又
は
安
慰
の
い
ず
れ
を
も
減
少
す
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

然
る
に
五
よ
ソ
ド
の
所
得
若
す
る
老
か
ら
五
ポ
ソ
ド
菟
り
上
げ
た
る
と
き
の
生
活
の
維
持
又
は
安
慰
義
少
せ
し
む
る
比
率

は
大
き
く
要
求
さ
れ
る
綻
の
割
合
は
大
で
あ
雪
と
主
張
す
る
。
井
手
教
授
は
こ
の
論
雲
引
用
苫
れ
て
後
「
平
等
犠
牲
原
則

の
実
現
方
法
と
し
て
、
ミ
ル
は
ま
ず
比
例
税
と
累
進
税
と
の
う
ち
、
何
れ
に
よ
る
べ
き
か
の
問
題
を
提
起
す
る
。
」
と
さ
れ
「
、
、
、
ル

が
・
鮒
産
税
と
所
得
税
と
を
混
同
し
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
衣
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
と
は
、
、
、
ル
に
お
い
て
、
課
税
対
象
と
し
て

の
煤
と
所
得
と
の
区
別
は
大
差
意
義
董
っ
て
い
き
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
一
「
、
・
・
ル
は
か
よ
う
に
、
比
例
税
か
累
進
税

か
の
閉
題
を
提
起
し
、
一
般
的
人
気
に
も
拘
ら
ず
、
累
進
税
を
否
定
し
、
比
例
税
を
支
持
す
る
、
累
逃
税
否
定
の
理
由
の
第
一
は
、

所
得
の
額
の
大
小
に
応
じ
て
、
税
率
羨
定
す
る
こ
と
の
困
難
性
で
あ
る
。
一
「
累
進
税
反
対
の
第
二
・
世
は
、
い
一
、
れ
が
、
「
豊

交
を
権
に
し
て
撞
碧
人
を
助
け
フ
舳
一
か
ら
で
あ
る
。
「
大
所
得
に
対
し
小
所
得
亡
市
、
い
享
灘
す
る
こ
と
は
、
勤

勉
と
姉
約
と
に
課
税
す
る
こ
と
で
あ
り
、
隣
人
よ
り
も
よ
り
多
く
働
き
、
よ
り
多
く
貯
蓄
し
た
こ
と
ｏ
故
に
、
人
に
・
罰
少
Ｙ
一
加
え
る
こ

と
で
あ
一
仰
一
と
ミ
ル
は
云
う
以
上
二
つ
の
論
拠
の
う
ち
、
第
二
の
論
拠
が
、
、
、
・
ル
に
と
つ
て
、
亡
茱
的
婁
性
を
つ
と
肥



は
れ
る
・
第
二
の
論
拠
は
、
ミ
ル
が
、
累
進
税
を
以
て
、
私
有
財
産
制
度
を
犯
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
見
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
」
「
ミ
ル
は
私
有
財
産
制
度
の
基
礎
を
、
労
働
と
制
慾
と
に
求
め
て
い
る
。
各
人
は
、
自
己
の
労
働
と
制
慾
と
に
よ

つ
て
得
た
も
の
を
排
他
的
に
処
分
す
る
権
利
が
あ
る
。
こ
れ
が
私
有
財
産
制
度
の
中
心
概
念
で
あ
る
一
而
し
て
こ
の
権
利
は
万
人
に

ひ
と
し
く
平
等
に
認
め
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
租
税
は
こ
の
処
分
権
を
犯
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
租
税
の
本
質
上
、
や
む

を
得
ぬ
と
し
て
も
、
累
進
税
の
如
く
、
あ
る
者
に
つ
い
て
は
多
く
犯
し
、
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
犯
す
こ
と
は
不
当
で
あ

る
。
ミ
ル
の
累
進
税
反
対
論
は
、
か
よ
う
に
、
彼
の
私
有
財
産
制
度
観
と
の
関
聯
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
、
正
し
く
理
解
出
来
る
と

思
工
と
述
べ
臭
て
い
る
・
Ｊ
．
ｓ
．
ミ
ル
に
書
て
は
一
般
の
租
税
に
対
し
て
は
比
例
讐
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
課
税

方
法
に
お
け
る
財
産
税
と
所
得
税
と
の
混
同
と
い
う
こ
と
よ
り
は
個
人
の
収
入
に
お
い
て
一
般
の
所
得
に
対
す
る
も
の
よ
り
は
財
産

収
益
課
税
の
方
法
と
し
て
累
進
課
税
方
法
を
主
張
し
て
い
る
も
の
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
財
産
収
益
に
よ
る
不
公
平
を
軽
減
す

る
方
法
と
し
て
の
累
進
的
鮒
産
税
の
主
張
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
Ｊ
・
ｓ
・
、
・
・
ル
の
主
張
す
る
最
低
生
活
費
控
除
に
関
し
て
も
Ａ
．

ス
ミ
ス
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
そ
の
趣
を
異
に
し
勤
労
所
得
に
お
け
る
課
税
方
法
の
論
議
と
と
も
に
卓
越
し
た
る
も
の
と
考
へ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
蓋
し
Ｊ
・
ｓ
二
一
一
ル
に
あ
り
て
は
同
家
が
宙
の
不
公
平
を
軽
減
し
是
正
せ
ん
と
す
る
方
法
と
し
て
租
税
の
累
連
的
課

税
方
法
に
よ
ら
ん
と
す
る
も
勤
勉
な
る
人
を
犠
牡
に
し
て
怠
惰
た
る
も
の
を
租
税
の
軽
減
又
は
免
税
に
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
の
｛
口
四
の

不
公
平
を
是
正
し
て
之
が
公
平
な
ら
し
め
ん
と
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
、
又
財
産
収
益
に
重
課
せ
ん
こ
と
を
主
張
せ
ん
と
す
る
態
度

を
示
し
、
不
労
所
得
の
課
税
方
法
を
側
眼
せ
ん
と
し
、
又
不
労
収
入
の
累
進
課
税
を
主
張
し
、
勤
労
所
得
を
擁
護
せ
ん
と
す
る
の
で

あ
る
。
然
し
な
が
ら
Ｊ
・
ｓ
・
ミ
ル
は
一
般
の
租
税
に
つ
い
て
は
公
平
な
る
課
税
方
法
と
し
て
比
例
税
主
携
を
主
張
し
て
い
る
も
の

と
考
へ
る
。
殊
に
こ
こ
に
い
う
と
こ
ろ
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
免
税
点
を
設
定
し
、
最
低
生
活
費
と
の
関
聯
に
お
い
て
之
が
控
除
を

　
　
　
Ａ
一
ス
ミ
ス
Ｄ
一
リ
ヵ
ア
ド
オ
Ｊ
・
ｓ
二
・
・
ル
に
お
け
る
租
税
転
嫁
理
諭
の
考
察
（
箕
浦
）
　
　
　
　
五
一
　
（
四
二
二
）
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（
５
）

主
張
し
課
税
点
以
上
の
所
得
に
対
す
る
比
例
税
を
強
く
主
張
し
、
以
て
公
平
な
課
税
の
実
現
を
期
待
せ
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
Ｊ
・
ｓ
・
ミ
ル
に
あ
り
て
は
、
次
に
所
得
税
に
於
け
る
短
所
を
指
摘
し
、
そ
う
し
て
申
告
納
税
に
関
す
る
見
解
を
展
開
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
そ
の
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
杜
会
的
事
情
を
知
り
或
は
国
民
の
納
税
意
識
を
知
る
上
に
於
て
興
味
あ
る
も
の
で
あ

り
、
未
だ
以
っ
て
租
税
政
策
に
於
け
る
反
省
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ヶ
所
得
税
に
於
け
る
欠
点
は
各
個
人
に
公

徳
心
低
き
た
め
に
各
個
人
の
所
得
に
つ
い
て
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
な
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
各
個
人

を
し
て
、
そ
の
所
得
を
確
実
に
中
告
せ
し
む
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
苛
酷
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
然
し
こ
れ
に
つ
い
て
は

拘
泥
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
。
即
ち
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
は
各
個
人
が
自
已
の
所
得
を
ン
、
の
実
質
所
得
以
上
に
装
う
風
習
、
杜
会
的

弊
害
が
あ
る
。
然
し
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
実
質
所
得
を
確
実
に
申
缶
せ
し
め
、
以
っ
て
そ
の
実
質
財
産
を
一
般
杜
会
に
周
知
せ
し

め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
利
益
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
こ
れ
は
公
平
な
る
課
税
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
各
人
に
虚
勢
に
よ

る
冗
費
が
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
又
所
得
税
に
於
け
る
確
実
な
る
所
得
の
申
告
を
阻
害
す
る
も
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
に

於
け
る
風
習
に
見
ら
れ
る
が
如
く
、
各
人
が
有
す
る
財
産
に
比
例
し
て
各
人
に
対
す
る
尊
敬
の
念
が
も
た
れ
て
い
る
限
り
、
そ
の
実

質
所
得
の
認
定
の
不
確
実
な
る
こ
と
が
除
か
れ
た
と
し
て
も
、
各
人
の
実
質
所
得
な
り
、
或
は
そ
の
財
産
状
態
が
周
知
せ
し
め
ら
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
俗
悠
な
る
宙
者
を
し
て
横
柄
な
ら
し
め
、
精
神
的
に
も
人
格
的
に
も
す
ぐ
れ
た
る
人
物
を
軽
蔑
せ
し
む
る
お
そ

れ
が
あ
る
が
実
際
に
お
い
て
は
個
人
の
所
得
を
確
実
に
捕
捉
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
又
所
得
を
公
平
に
査
定
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
納
税
者
の
所
得
を
調
査
、
奄
定
せ
し
む
る
権
力
に
よ
っ
て
も
徴
税
官
吏
を
し
て
納
税
者
の
現
実
の
状
況
を
適
確
に
把
擾

せ
し
む
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
勿
論
地
代
、
俸
給
、
年
金
ン
、
の
他
一
定
の
確
定
収
入
は
、
之
を
悉
く
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
し
か
し
白
上
出
莱
に
よ
る
各
種
の
所
得
に
於
て
も
、
准
業
所
得
に
あ
り
て
も
之
が
所
得
者
白
身
に
お
い
て
も
確
実
に
把
握
し



得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
徴
税
官
吏
が
之
を
公
平
に
査
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
所
得
税
の
賦
課
に
際
し

て
は
本
人
の
申
告
に
基
く
よ
り
他
に
適
当
な
る
方
法
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
従
来
に
於
て
も
、
常
に
本
人
の
申
告
に
重
き
が
置
か
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
帳
簿
を
提
出
せ
し
む
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
が
、
こ
の
方
法
は
歴
然
た
る
偽
嚥
を
防
止
す
る
以
外
に
は
、

あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
て
又
こ
れ
は
偽
臓
防
止
の
方
法
と
し
て
は
極
め
て
不
完
全
で
あ
る
。
一
般
に
帳
簿
に

虚
偽
の
記
入
を
な
す
こ
と
は
不
可
能
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
又
帳
簿
に
於
て
虚
偽
の
負
債
又
は
支
出
を
記
入
せ
ず
と
も
、
貸
方
を
抹

消
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
容
易
に
不
正
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
所
得
税
が
如
何
に
公
平
の
原
則
に
従
う
と
雄
も
、

現
実
に
於
て
は
不
公
平
は
免
れ
得
な
い
し
、
又
こ
の
不
公
平
は
最
悪
の
不
公
平
で
あ
っ
て
真
正
な
る
申
告
を
な
す
も
の
に
重
き
負
担

を
課
せ
し
め
、
又
は
不
正
な
る
も
の
に
適
脱
を
な
さ
し
む
る
結
果
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
又
真
正
な
る
者
に
於
て
も
問
題
に
さ
れ
ざ

る
点
に
つ
い
て
は
自
己
擁
護
の
立
場
を
と
り
白
己
に
有
利
な
る
措
置
を
と
る
傾
向
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
又
極
め
て
真
正
な
る

申
告
老
に
於
て
は
適
正
な
る
租
税
額
、
即
ち
国
家
の
意
図
せ
る
租
税
額
よ
り
重
き
魚
担
を
課
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
国
家

に
於
て
は
、
そ
の
権
力
を
以
っ
て
専
断
な
る
査
定
を
な
し
納
税
者
の
所
得
の
隠
蔽
に
対
す
る
最
後
の
防
衛
手
段
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
所
得
税
は
純
理
論
に
於
て
課
税
の
公
平
を
期
待
し
得
て
も
、
現
実
に
於
て
は
公
平
な
る
租
税

と
な
ら
ざ
る
虞
が
あ
る
。
従
っ
て
所
得
に
対
す
る
直
接
税
に
あ
り
て
は
、
国
家
の
緊
急
時
に
於
て
特
別
な
る
税
源
と
し
て
除
き
お
く

べ
き
も
の
で
あ
る
。
同
家
の
緊
急
時
に
於
て
は
、
巨
額
の
国
家
収
入
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
当
然
な
る
こ
と
で
あ
り
、
　
こ
の
必
要

は
如
何
な
る
非
難
を
も
な
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
と
の
最
近
ま
で
行
は
れ
て
い
る
意
見
に
対
し
て
、
同
一
の
見
解
を
も
た
ざ
る
を
得

な
く
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
Ｊ
・
ｓ
・
ミ
ル
は
担
税
能
力
を
支
出
の
存
在
を
捕
批
し
て
課
税
せ
ん
と
す
る
所
謂
支
出
税
を
主
張
す
る

と
こ
ろ
の
リ
ヴ
ァ
ソ
ス
言
－
昌
勾
睾
彗
。
・
一
声
勺
實
８
ま
Ｐ
Ｏ
ｑ
０
↓
蓑
◎
箏
Ｏ
Ｏ
昌
鶉
弐
Ｏ
向
〆
潟
目
ら
汁
自
、
。
↑
。
。
。
自
勺
旦
く
｝
。
考
げ
。
一
、
。
｛
亭
。
勺
目
巨
｝
。
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．
ス
ミ
ス
Ｄ
．
リ
カ
ァ
ド
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ル
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お
げ
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麦
く
昌
；
二
・
・
争
を
引
用
し
て
之
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
リ
ヴ
ァ
ソ
ス
に
従
へ
ば
所
得
税
に
於
け
る
公
平
な
る
課
税
が
至
難

な
る
が
故
に
、
直
接
税
を
各
人
の
所
得
を
把
握
し
て
之
に
対
し
て
課
税
す
る
こ
と
な
く
、
各
人
の
支
出
を
把
握
し
て
之
に
対
し
て
課

税
す
べ
き
で
あ
る
。
各
人
の
支
出
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
現
行
制
度
に
お
け
る
所
得
の
捕
捉
方
法
と
同
じ
く
、
納
税
者
各
人
の
申

告
に
基
い
て
之
が
把
握
す
べ
き
も
の
と
す
る
と
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
リ
ヴ
ァ
ソ
ス
に
従
え
ば
各
人
が
そ
の
支
出
に
つ
い
て
な

す
申
告
は
、
各
人
が
そ
の
所
得
に
つ
い
て
な
す
申
告
よ
り
も
多
く
信
用
す
る
に
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
各
個
人
の
支
出
は
そ
の

性
質
よ
り
し
て
、
そ
の
所
得
よ
り
も
周
囲
に
判
然
と
し
て
明
瞭
で
あ
り
、
そ
の
申
告
に
於
て
も
虚
偽
を
発
見
す
る
こ
と
は
容
身
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
然
し
な
が
ら
一
般
に
於
て
年
問
の
支
出
の
な
か
で
局
外
よ
り
凡
そ
正
確
に
判
定
し
得
べ
き
費
目
が
極

め
て
少
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
。
従
っ
て
此
場
合
に
於
て
も
、
依
存
す
べ
き
も
の
は
個
人
の
真
正
な
る
こ
と
の
み
で

あ
る
。
斯
く
し
て
各
人
の
な
す
と
こ
ろ
の
所
得
の
申
告
に
於
け
る
よ
り
も
、
ン
、
の
支
出
の
申
告
に
於
て
、
よ
り
多
く
信
頼
に
価
す
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
一
般
に
各
人
の
支
出
の
項
目
は
、
そ
の
所
得
に
お
け
る
項
目
よ
り
も
そ
の
数
に
し
て
多
く
、
従
っ
て
ン
、
の

細
目
に
於
け
る
隠
蔽
、
省
略
の
可
能
の
範
囲
が
よ
り
大
な
る
に
於
て
は
、
之
が
信
頼
に
価
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
と

　
　
　
　
（
６
）

い
う
て
い
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
、
或
は
他
の
諾
国
に
於
て
現
今
施
行
せ
ら
れ
て
い
る
支
出
税
亭
二
費
・
。
。
。
目
賀
｝
。
目
睾
自
、
。
は
た
だ
特
種
の
支

出
に
の
み
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
現
行
の
支
出
税
が
物
品
に
課
す
る
税
と
異
な
る
点
は
、
物
ｎ
…
税
は
生
産
者
、

或
は
販
売
者
が
あ
ら
か
じ
め
之
を
負
担
し
、
以
っ
て
物
品
の
価
格
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
の
一
部
の
要
素
と
な
す
も
の
な
る
に
、
こ
の

支
出
税
に
於
て
は
、
そ
の
物
品
の
消
費
者
、
即
ち
使
州
者
が
直
接
に
之
を
負
担
す
る
と
い
う
点
の
み
で
あ
る
。
卓
馬
、
犬
、
沼
使
に

課
す
る
税
の
如
き
は
こ
の
種
類
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
ら
の
税
は
課
税
せ
ら
れ
る
者
、
即
ち
課
税
さ
れ
た
る
物
、
…
の
使
州
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７
）

者
自
身
の
負
担
と
な
る
の
で
あ
る
・
こ
れ
と
同
種
の
も
の
に
し
て
尚
重
要
奮
も
の
は
竃
税
で
あ
る
と
支
出
税
と
と
志
直
接
消

費
行
為
に
課
す
る
と
こ
ろ
の
租
税
に
つ
い
て
も
論
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

註
一
－
二
。
巨
。
・
暮
ユ
…
；
ま
・
一
晋
ま
勺
・
葦
８
；
、
。
冒
；
・
・
一
睾

　
　
（
２
）
　
井
手
文
雄
著
「
増
訂
新
版
　
古
典
學
派
の
財
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」
五
三
五
頁
。
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ｏ
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井
手
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書
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三
八
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三
九
頁
。
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